
1
文明の創造（文明の試練）

序文（預言的刷新）
本書は小冊子ではあるが、その内容は実に重大な意義を有

するものである。本書に記された言葉は、すべての人々に向
けられ、人類将来の運命に関わるものである。何となれば、
それは創造主なる神の御意志を伝えるものだからである。本
書には、何万年前から神が細大漏らすところなく慎重綿密に
準備された神業が、いままさに成就の時を迎えようとしてい
ることが説かれている。神は人類に対し、その全知全能の御
経綸のもとに、新文明世界を建設するという偉大なる使命を
与えられたのである。
私は、あらゆる社会、あらゆる分野において指導的地位に

ある人々が、本書を熟読し、その真意を深く心に銘ぜられる
ことを切望する。何となれば、本書の真義を理解することは、
その指導を受ける人々の幸福に重大な関わりを有するからで
ある。さらに私は、世界中の人々が本書を読まれることを切
望する。本書は、人々を目覚めさせ、その認識を一新し、現
在まで人類が築き上げてきた文明の誤謬の是非を明らかにす
るとともに、新文明構想の指針を与えるものである。すなわ
ち、宗教・哲学・科学・芸術をはじめ、人類歴史におけるあ
らゆる文化を新たな視野のもとに捉え直し、新文明建設への
道を示すのである。

最後の審判
現在の文明は真の文明ではなく、新文明が生まれるまでの仮

の文明にすぎない
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やがて新時代の曙光とともに真の文明が誕生し、今日の仮相
文明世界は終末を迎えるのである。神は旧文明を清算し、新
文明を建設せんとされ、その御経綸はいまや成就の時を迎え、
最後の審判はまさに眼前に迫りつつある。
これまでの旧文明は悪の力が支配的であり、善の力は甚だ

微弱であった。しかるに、いよいよ時期到って今度は逆とな
り、悪の力は一掃されようとしている。そのためには、すべ
ての人類は避けることのできない大浄化作用を経なければな
らない。世界は長い間の悪の堆積による罪穢を解消するため、
未曾有の苦難に見舞われるのである。しかし、この世界的大
浄化作用こそ、一切の社会と国家を浄め、人類を善の力の支
配する新しい世界へ導き、地上天国実現の段階へ進ませる神
意の現れなのである。しかして、この転換期は、まさに今日
われわれが直面している時代であり、世界はいよいよ地上天
国実現の段階に入ろうとしている。この転換期における凡ゆ
る文化の切換えこそ空前絶後の大事変であって、人間の想像
をもってしては到底及ぶものではない。社会のあらゆる分野、
文明のあらゆる方面は、新文明へ向かって根本から一新され
るのである。しかして、神を信じ、悔い改め、直ちに救いの
綱をつかむ者は救われ、新世界建設に参与し、将来における
地上天国の住民となり得るのである。これに反し、なお罪深
く悪に執着する者は、最後の審判によって滅び、時すでに遅
しと悔いるほかなく、救いにあずかることはできないのであ
る。
神はその大愛によって、一人でも多くの人間を世界的大浄

化作用による犠牲から救わんとし、悔い改めを促しておられ
るのである。

※霊界における大浄化作用については、64～65頁に詳述する。――編者
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私は、本書を広く世に頒布することによって神の真理を宣布
し、救いを求めて神に立ち返る人々には、この地上に輝かし
い将来、すなわち新世界が待ち受けていることを明らかにし
たいのである。しかして、人類堕落の真相を深く悟った人々
は、新文明の原理を正しく理解し、その理解に従って自己を
改め、社会をも新たに建設してゆくことができるのである。
これに反し、神の呼びかけに応えない者は、大いなる苦難を
免れることはできず、やがて悔いを残すことになるであろう。
しかし、その時には、すでに時遅く、救いにあずかることは
できないのである。

希望の光
神はいま、地上天国建設に着手することを人類に命じられ

た。その神意は、すでに至るところにその徴を現しているが、
とりわけ浄霊によって顕される驚異的な御神徳のうちに、最
も明らかに認めることができる。神の光の力である浄霊は、
あらゆる苦悩にあえぐ無数の人々を健康と幸福へ導き、奇蹟
に次ぐ奇蹟を現してきた。しかも、その多くは死や災厄を免
れ、まさに救われたのであって、これらは私たちの目の前に
現された厳然たる事実である。本書において私は、神の御経
綸が人類の歴史のうえにいかに進められてきたかを明らかに
するとともに、浄霊の意義を説き、神の御計画がいかに成就
されるかについて詳しく述べるものである。
かくして新世界はいよいよ実現し、その構想の素晴らしさ

とスケールの雄大さは、到底筆舌に尽くし難いものとなるの
である。そこに住む人々は、希望と幸福に満ちた生活を送り、
神の救いがついに成就することを確信して歓喜にあふれるの
である。私が本書を通して明らかにしようとするところは、
神の御経綸はいまや成就の時を迎え、地上天国は間もなく実
現するということである。
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既成文化の謬点（大いなる逆説）

人類の歴史を大局から検討するとき、何人といえども、人間
社会に悪がいかにして発生したかという重大問題に逢着せざる
を得ない。まず知らねばならないことは、神は人間を善なるも
のとして創造され、同時に自由意志を与えられたということで
ある。しかるに、人間はその自由意志によって神の御心に背き、
神意に叛く道を選んだ。しかし神は、その自由を奪うことなく、
人類をして自ら善悪を選択せしめられたのである。これこそ人
類堕落の根本原因であり、罪悪と苦悩の発生した所以である。
それ以来、人類は代々神の御心に背き続けた結果、悪の力はま
すます増大し、社会を支配するに至り、善の力は甚だ微弱と
なった。しかるに神は、人類にあらゆる力を与え、悪に打ち勝
ち、これを克服するよう導いてこられた。しかし今日までの文
明は、体の面のみを認めて霊の面を全然無視したため、物質偏
重の文化となり、真理から外れたのである。これこそ既成文明
の根本的欠陥であって、この欠陥を是正しない限り、真の文明
世界は生まれるはずはないのである。

闘争の歴史
今日までの文明を大局から検討してみる時、その進歩発達は、

常に善と悪との相剋のうちに行われてきたことが判るのである。
人類の歴史は戦争と災禍の連続であり、悪の力が支配的で、善
の力は甚だ微弱であった。しかも、誠は欺瞞と利己のために踏
みにじられ、善は悪に圧倒されることが多く、善によって悪が
克服された例は、まことに少なかったのである。太古以来、強
者は弱者を圧迫し、その自由を奪い、殺戮し、掠奪し、苦しめ
ることを繰り返してきた。これこそ長い間の悪の堆積による罪
穢であり、今日の人類苦悩の根本原因となったのである。

※本書における「悪」とは、文脈によって多少意味の違いはあるが、根
本的には、人類と森羅万象に対する神の御心に背く一切をいうのであっ
て、それは霊的な面にも体的な面にも及ぶものである。――編者
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もちろん、強者がすべて悪であり、弱者がすべて善であると
いう意味ではない。しかし、今日までの旧文明においては、
悪の力が支配的であり、善の力は甚だ微弱であったため、多
くの場合、善なる弱者は悪なる強者によって圧迫され、自由
を奪われ、苦しめられてきたのである。
悪の力が人類を支配してきたため、人間はこれに対抗し、

その害を防ぐために、あらゆる制度と方法を考案し、これを
発達させてきたのである。法律をはじめ、種々の制度や機構
も、その目的のために設けられたものであって、民主主義も
また、その一つの現れである。もっとも、民主主義も未だ完
全なものではない。しかし、それによって強者の横暴や権力
の濫用、不正や不公平をある程度防ぎ、社会を維持するうえ
に少なからぬ役割を果たしてきたことも事実である。
人類を悪の力から救い導くため、時代ごとに偉大な宗教的

指導者が出現した。彼らは人類に霊的真理を説き、慈愛と救
済の教えを遺し、人類文化に大きな足跡を残したのである。
ある者は愛と寛容と慈悲を根本とする教えを説き、またある
者は忍耐と克己、欲望を離れることを教え、人々にその教え
を守るよう導いた。さらに、多くの聖者は、将来におけるよ
りよき世界の到来を予言し、人類に希望を与えるとともに、
罪を悔い改めることを勧めたのである。このような宗教的指
導者の教えは、人類の精神生活に極めて大きな影響を与えて
きた。しかし、釈迦、キリストをはじめ幾多の覚者も、時期
尚早のため救世的力には限界があり、人類苦悩を根本から解
決するには至らなかったのである。
また、人類苦悩を軽減しようとして、科学者も経験と物質

を対象として絶えず研究を重ねてきた。その結果、科学は著
しい進歩発達を遂げ、物質文化は今日のごとき絢爛たる発達
を見るに至り、文明は輝かしい成果を収めたのである。さら
に、数々の発見と発明は、人類の知識を著しく増大させると
ともに、その生活を豊かにし、利便を大いに増進したのであ
る。
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精神的遅滞
しかるに、これらあらゆる努力にもかかわらず、悪の力は

少しも衰えることなく、ますます増大し、人類の苦悩はつい
に極点に達するに至った。しかも、その勢いは、人類を滅亡
の淵に追いやらんとするほどである。それにもかかわらず、
人類が今日まで存続し得たのは、ひとえに神の大愛と御経綸
によるのである。神は一人でも多くの人間を救わんとし、人
類救済の道を備えられたのである。
人智の発達そのものは、本来、人類を幸福へ導く大きな可

能性を秘めていた。しかし、その成果は一方において悪の力
にも利用されるようになり、ますます巧妙で、しかも残虐な
兵器を生み出し、平和と幸福を破壊する結果を招いた。科学
の進歩は、殺傷の手段をいよいよ高度なものとしたのである。
原子核分裂の発見は、人類史上画期的な科学的成果であった。
しかし、それは同時に、全人類を滅亡させかねない恐るべき
原子爆弾を生み出す基礎ともなった。
もし人類が生き残ろうとするならば、戦争というものは、

この地上から永遠に姿を消さなければならない。さもなけれ
ば、人類はついに自らを絶滅させるであろう。ところが現実
には、戦争の恐怖が増大すればするほど、各国はなお一層、
自国を守り、あるいは敵国を打ち破るためとして、莫大な人
材・資源・財力を軍備の増強へ投入している。軍備競争は際
限なく続き、人類は自ら破滅への道を急いでいるかのようで
ある。
このような世界の行く末に絶望し、常に不安と恐怖におび

えながら生きる人々の中には、懐疑主義や虚無思想へ陥る者
も少なくない。またある者は宗教に救いを求め、ある者は哲
学によって人生の謎を解こうとする。しかし、なお多くの
人々は、科学の進歩のみに人類救済の希望を託しているので
ある。
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しかるに、科学のみを頼みとして進んできた人々も、ついに
は「果たして科学によって真の解決は得られるのであろう
か」との疑問を抱き、結局は行き詰まりの境地に立ち至るの
である。
世界各国の社会は、近代以降、神の実在を無視し、人間の

想念がひたすら物質面へ向かうようになった。その結果、精
神文化と物質文化との均衡は失われ、科学は著しく進歩した
が、人間の精神はこれに伴わなかった。ここに無神論※が生
まれたのである。無神論こそ、実は悪を作るために必要な思
想であった。こうして悪は次第に勢力を得て善を苦しめ、争
闘を起こし、人類を苦悩のどん底へ陥らしめ、神を信じない
人々をますます悲惨な境遇へ追いやったのである。

善の勝利
しかるに、今日までの文明に存する根本的誤謬を正すため

には、まず、何故神は悪の存在を許されたのであるかという
根本問題を明らかにしなければならない。ことに、人間を不
幸に陥れる原因が悪にあるとするならば、神は何故悪を作ら
れたのであるか。何故これを直ちに滅ぼされなかったのであ
るか。この疑問こそ、今日まで人智をもっては到底窺い知る
ことのできなかった、世界最大の謎であった。しかし、その
理由は、現在までの世界においては悪の存在が必要であった
からである。それは、人類を苦悩の中に置き、その苦境から
脱れようと努力させることによって、人智を進歩させ、文化
を発達させるためであり、これこそ神の深遠なる御経綸にほ
かならなかったのである。一見すれば、神が悪を許しておら
れることは不可解に思われる。しかし実は、それは神の大愛
の現れである。神は、人間が自らその罪を悟り、心から悔い
改め、その心中にある悪を克服する時を待っておられるので
ある。そして、人は神の赦しを受けることによって初めて救
われる。

※ 神を信じないことは重大な罪であり、死後にその報いを受ける対象
となる。詳しくは44頁参照。――編者39



神は決して刑罰を目的とする神ではない。大愛の神は、一人
でも多くの人間を救わんとして、亡ぼすことなく、忍耐強く
悔い改めを待ち給うのである。ゆえに人間は、悔い改める機
会を与えられ、神の大愛による御赦しによって、その罪穢の
重荷を軽くされるという大いなる恩恵に浴するのである。
人類が戦争を真に絶滅せしめようとするならば、まず各人

が心中深く蔵する悪を追放し、神の御力によってその霊を浄
めていただかなければならない。もしそのようにして神の大
愛に浴し、善に立ち返るならば、戦争という恐るべき脅威さ
えも、人類を悔い改めへと導く尊い契機となり、神の経綸に
よって、かえって善を実現する大いなる力へと転換されるの
である。
歴史を顧みる時、神が悪の存在を許されたことが、結果と

して文明の進歩を促した例は少なくない。人生のあらゆる面
において、善悪の摩擦相剋は、多くの苦痛や悲惨を生み出し
た反面、文化を進歩発展させるという一面をも有していたの
である。その意味において、人間が神に背いた結果として生
じた悪も、今日までの世界経綸の上では、重要な役割を担っ
てきたのである。しかし、その悪の時代は永遠ではない。悪
が活動する期間には、神の経綸によって定められた限度があ
る。そして、いよいよ天の時が到来した今、悪の支配は終わ
りを告げ、善が悪に打ち勝つ時代へと転換するのである。こ
れこそ、地上天国建設の始まりであり、真・善・美に満ちた
新文明世界の実現である。そこでは、人類は長い間苦しみ続
けてきた病・貧・争という三大災厄から完全に解放されるの
である。
神は、地上天国が、悔改めて罪を赦された者たちの努力に

よって建設されることを御経綸として定め給うた。それゆえ、
私たちは神恩によって不信仰を克服し、深く悔改めて神の赦
しを願わなければならない。そうして神への信仰を、あらゆ
る民族、あらゆる社会において再び甦らせることこそ、今日
最も急務である。
いまや時は来た。悪の力が自由に支配してきた時代は終わ

りを迎え、あらゆる悪を追放して、善の力が主となる世界へ
と切り替えられなければならない。すなわち、善悪切替の時
はすでに到来したのである。40



これは私の希望でも理想でもなく、また単なる推論でもない。世
界経綸における神の御計画であり、全人類に対する決定的運命で
ある。今や悪の支配した文明は終焉に向かい、文明は善の手に帰
し、世界はいよいよ地上天国※実現の段階に入ったのである。

天国建設の順序と悪の追放（霊界の実在）
今日までの文明は、多くの欠陥と謬点を有しているとはいえ、

長い年月を経て著しい発達を遂げてきた。それには、それだけの
理由がある。したがって、この文明をすべて否定し、破棄してし
まうべきではない。むしろ、既成文明の根本的謬点を是正し、こ
れを完成へ導かなければならない。そのためには、森羅万象一切
が霊主体従の原理によって成り立っていることを認識し、その真
理を基礎として個人生活を営み、社会を運営する人々によって、
新しい文明が建設されなければならない。やがて到来する新文明
世界は、神意の実現を根本理念とする文明である。そこでは、人
類は精神的充実と物質的恩恵との完全な調和を達成するのである。
世界を一新し、人類をさらに高い霊的段階へ導くという重大な使
命は、霊界の力を受け入れ、その力を活用することによってのみ
成就する。しかし今日、人々は物質的・肉体的現象をすべて自然
科学の領域に分類する一方、霊的体験については超心理現象とし
て扱うか、あるいは合理的説明が困難である場合には宗教の領域
へ委ねてしまっている。本来、人間の精神は科学的にも宗教的に
も思考する能力を備えている。しかるに、今日までの学問は宗教
と科学とを別個のものと考え、両者は互いに無関係、あるいは相
容れないものと見なしてきた。しかし、この考え方こそ既成文化
の根本的謬点である。森羅万象一切は、霊と体という二面によっ
て成立しているにもかかわらず、今日までの文化は体の面のみを
重視し、霊の面を軽視してきた。その結果、物質文化は著しく進
歩した反面、精神文化はこれに伴わず、両者の均衡は失われてし
まった。したがって、新文明世界を建設するためには、宗教と科
学とを対立するものとしてではなく、本来一体不可分のものとし
て統合し、霊主体従の原理の上に立って、精神文化と物質文化と
の完全な調和を図らなければならない。これこそ、神が人類に求
めておられる真文明への道である。
※ 地上天国の詳細については、80～84頁を参照のこと。――編者41



しかし、人間と宇宙の真理を把握する唯一の道は、今日まで
のように宗教と科学とを別々のものとして扱うのではなく、
両者を統一し、一体不可分のものとして究明することにある。

霊主体従
最も根本的なところから説けば、森羅万象一切は、その発

生も成長も、ことごとく神の御力によるものである。神は、
その御力を、人間の霊魂をはじめ、一切の霊的存在を包含す
る世界を通して発揮される。この世界を霊界という。これに
対して、一切の物質的・形体的存在から成る世界を**現界
（物質界）**という。このように霊界と現界とを区別するこ
とはできるが、両者は互いに並立して存在する別個の世界で
はない。宇宙は霊気・空気・土壌、すなわち火・水・土の三
元素が密合し、一元化して形成されているのであって、霊界
と現界もまた、同一宇宙の異なった相を表すものである。し
かも、霊界は現界における時間と空間の制約を超越して存在
し、現界は霊界の中に包含され、その支配を受けている。神
が宇宙を経綸され、森羅万象一切を支配される根本法則の一
つは、常に霊が主であり、体は従であるという霊主体従の法
則である。したがって、現界に現れる一切の事象は、究極に
おいて霊界の状態がそのまま反映した結果にほかならない。
もっとも、霊界と現界との因果関係には、現象として現れる
までに一定の時間的隔たりがある。その隔たりは長い場合も
あれば短い場合もあるが、一般には、霊界に生じた変化が、
後になって現界に現象化するのである。たとえば、人間の一
つの想念や一つの行為も、その瞬間に霊界には明確に刻まれ
る。しかし、その結果が現界に現れるのは後になってからで
あり、その時には、多くの人は霊界における原因との関係に
気づかず、あたかも両者は無関係であるかのように考えてし
まうのである。
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霊主体従の原理は、とりわけ人間の身体において最も明瞭に現
れている。人間は、**霊と体との二元素から成立っており、霊
こそ本体であって、体はその働きを現す器にすぎない。**した
がって、霊の中心である魂の状態が、その人の精神状態を決定
し、さらにその精神状態が肉体および精神の一切に影響を及ぼ
すのである。ゆえに、人間の霊的状態と肉体的状態との密接な
関係を認めない限り、今日までの科学は、いかに進歩発達した
といっても、なお完全なものとはなり得ない。未来の真の科学
は、今日まで知られなかった、あるいは看過されてきた天地自
然の法則をも取り入れなければならない。その一つが浄化作用
である。このことについては後に詳しく述べるが、霊界に生じ
た曇りや穢れは、まず霊界において浄められ、その浄めの働き
が後になって現界に反映し、肉体において毒素や不純物を排除
する現象となって現れるのである。また、霊界と現界とは、と
もに宇宙の秩序を司る神の大経綸によって支配されている。す
なわち、森羅万象一切は、それぞれ神が本来定め給うた使命と
存在目的に従って運行しており、生あるものも生なきものも、
ことごとく神意のもとにその本然の働きを営んでいるのである。

浄化作用の活発化
限られた人間の知識をもってしては、霊界にはなお多くの不

可解な点がある。しかし今日では、次第に明らかになりつつあ
ることも少なくない。第一は、霊界における変化が現界に現れ
るまでの時間が、従来に比べて著しく短くなってきたことであ
る。第二は、浄化作用がますます旺盛となるにつれて、浄霊の
効果も一段と顕著になってきたことである。これらはすべて、
地上天国の実現が近づくにつれて、霊界が次第に明るくなりつ
つある結果にほかならない。
さらに今日では、霊界では浄化力がますます旺盛となってい

るのである。
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これらの霊気は、一切万有の生成化育を営むとともに、浄化
作用を促進する働きを有している。そして、その浄化力がま
すます旺盛となるにつれて、霊界もまた次第に明るくなりつ
つあるのである。現在の物質科学では、このような霊的な力
を分析し、あるいは証明することはできない。しかし、この
ような霊的な力が実在し、それが大自然の真理をなす根本で
あることを認識することが最も重要なのである。
有史以来、霊界の実相を真に知り得た人は極めて少ない。

そのような人々の魂は、高い霊層界へと向上したのである。
霊層界は大きく三つに分かれ、それぞれがさらに三段階に分
かれている。したがって、霊層界は全部で九層から成り立っ
ている。人間の魂は、その清濁に応じて、そのいずれかの霊
層界に位するのである。しかし、その位置は固定したもので
はなく、信仰の深浅と、想念、言葉、行為のいかんによって、
昇ることもあれば降ることもある。そして、最も清浄な魂は、
最高位の霊層界へと引き上げられるのである。
人は肉体の死後※、霊界へ行き、神の審判を受ける。最高

位の霊層界である天国界に達した魂のみが神にまみえること
ができる。中有界にある魂は、なお浄化を経て、さらに高い
霊層界へ進むことが許される。また、最下位の霊層界である
地獄界には、この世において不信仰やその他の重い罪を犯し
た魂が、その罪に応じて置かれるのである。
神は、人類の文明をさらに高い段階へと引き上げようとし

ておられるのである。

※死の意味および死後における魂の生活については、82ページを参照
されたい。――編者
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新しい文明は、この現界に建設されるものであるが、その実
体は神の経綸の顕現であり、人間に対する神の御経綸が成就
した姿にほかならない。神の御経綸のもとに、人類はその新
文明建設の実行者となるのである。いわば、地上天国建設の
役に当たる者である。したがって、その大使命を果たすため
には、人間は精神的に向上し、その魂もまた、より高い霊層
界へと昇らなければならない。そこで、これから人間を霊的
存在として捉え、人間向上の根本をなす魂の働きについて述
べることとする。

悪と守護霊（人間の霊的構成）

古来、善については理解しやすいが、悪については極めて
説明し難いものであった。それは、善は理屈によって説明す
る必要がないのに反し、悪はその理由を求められるからであ
る。もちろん、いかなる理由があろうとも、悪そのものが正
当化されることはない。しかし、人間の霊的構成を明らかに
することによって、その本質をある程度理解することはでき
るのである。
まず、人間は肉体と霊体とから成り立っており、この両者

は密接不可分の関係にある。しかし、ここでは霊体を中心と
して、その構成を説いてみることとする。人間の霊的構成は
三つの段階から成っている。最も高位にあるものは本霊であ
り、これは神の分霊であって、人間の本体である。中位にあ
るものが心であり、本霊の意思を受けて想念を生ずる中枢で
ある。そして最下位にあるものが霊体であって、霊主体従の
法則に基づき、肉体を支配し、その働きを司るのである。

神意を受ける本霊
また、人間の霊的構成は、次頁のように同心円によって表

すこともできる。
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本霊は、人間に対する神の御心を受けるために与えられたも
のであり、人間の最も中心に位するものである。その外側を
包むものが心である。心は本霊の意思を受けて働くものであ
り、いわば本霊の活動する場である。また、心は良心と悪の
働きとが相争う場所でもある。さらに、その外側を包むもの
が霊体である。霊体は本霊と心とを包み、肉体全体に行きわ
たっている。その形は肉体と全く同一であるが、人間の感覚
によって知ることはできず、また物質科学によって確認する
こともできない。
人間の形成は、受胎によって始まる。

神（God）

守護霊（Guardian Spirit）

原霊・本能霊
（Elemental Spirit／欲望）

魂（Soul）知性・意志〕

心（Heart）〔意識〕

霊体（Spiritual Body System）

〔肉体（Physical Body System）〕

守護霊（Guardian Spirit）

守護霊（Guardian Spirit）

魂（Soul）知性・意志〕

心（Heart）〔意識〕

霊体（Spiritual Body System）
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受胎とは、物質的にいえば男性の精虫が女性の卵子に入り、
胚胎することである。しかし霊的にいえば、神の分霊が一個
の魂となって宿ることである。その魂には、神を愛し、人類
を愛する意志と、神から与えられた使命を悟る知性とが具
わっている。魂は神意を直接受ける主体であるから、本来善
そのものであり、悪に対して強い力をもっている※。孟子の
「人の性は善なり」とは、この本霊すなわち良心を指したも
のである。人が良心の呵責を覚えるのは、神意が戒めとなっ
て魂に伝えられるからである。信仰、善意、慈悲、理性など
は、いずれも魂の働きである。
人間には、神の道を歩むか、あるいは道を誤るか、善を選

ぶか悪を選ぶかの自由意思が与えられている。そして最後に
これを決するのは魂であり、その選択によって、その人の霊
的状態が決まる。魂が清浄であれば、神意のみを受け、善悪
を正しく判断し、常に善を選ぶ。
心は意識の働く場である。そこには、魂から来る理性の働

きと、副守護霊から起こる欲望とが、ともに働いている。も
し魂が曇れば、副守護霊は心に働きかけ、神意に反する欲望
を起こさせやすくなる。人間のあらゆる願いは心に現れ、そ
こで行為となる。したがって、心が副守護霊の働きに左右さ
れれば、人は悪へ傾き、破壊と害悪への道を歩む。反対に、
本霊の働きが勝てば、人は善を行い、人を生かし世を益する
行為へと導かれるのである。

※魂は本来善なるものである。しかし現実には、多くの人々の魂が曇
りのために悪の影響を受けやすくなっている。このことについては52
ページに詳述してある。――編者
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霊体には、それ自ら意思をもって働くことはない。霊体は、
魂と心との働きを肉体に伝える役目をもっているからである。
しかも、魂の状態は心を通して霊体に現れ、さらに霊主体従
の法則によって肉体に及ぶ。ゆえに、神の律法に反する行為
は、霊体を曇らせ、その曇りはやがて肉体にも現れるのであ
る。

欲望の統御
欲望の制御魂が人間の良心の本体であるのに対し、副守護

霊は、この世における人間の生活に必要な種々の欲望の源と
なる。人間の欲望には、肉体的欲求をはじめ、知識を求める
欲望、感情や美に対する欲求、さらに財産や社会的地位を求
める願望など、さまざまなものがある。しかし、**欲望その
ものが悪なのではない。**もし欲望がなければ、人間はこの
世に生きるための活動力を失い、生活そのものを営むことが
できなくなるからである。ところが、欲望のままに任せれば、
副守護霊の力が強くなり、心は神意に反する欲望に支配され
る。その結果、本霊が勝てば善を行うが、副守護霊が勝てば
悪を行うこととなり、人間は神と動物との中間性であるから、
向上すれば神のごとく、堕落すれば獣のごとくなるのである。
そのような状態に陥れば、人間は神性を失い、人間本来の使
命を果たすことができなくなるのである。
人は自己の心をよく省みれば、欲望と良心との闘いが絶え

ず心の中に行われていることを知るであろう。人間は欲望を
制し、本霊に従う力を与えられている。ゆえに、本霊が心を
支配し、副守護霊の働きを制している限り、人は神意にか
なった道を誤ることはないのである。
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しかし、神意に従い、神から与えられた使命を果たそうとす
る心が弱まるならば、本霊は副守護霊を制する力を失い、悪
しき想念や行為は次第に多く現れるようになる。
副守護霊の力が強くなったことは、その人の心の状態に

よって知ることができる。すなわち、虚栄心、嫉妬心、偏見
などが強くなり、また快楽や贅沢に心を奪われ、自分の幸福
だけを願って、他人の幸福を顧みなくなるのである。さらに、
副守護霊の力が増せば、人の上に立って支配しようとし、財
産や知識を独占しようとし、あるいは盗み、欺き、暴力など、
さまざまな方法によって他人を害するようになる。
人間は神と動物との中間性であるから、本霊が副守護霊を

制し、善を行えば神のごとく向上するが、副守護霊に支配さ
れ欲望に溺れれば、獣のごとく堕落し、ついには善悪の区別
さえ失うのである。とはいえ、欲望は人間生活に必要なもの
であるから、これをなくすべきではない。ただ、その欲望が
度を越えて本霊の働きを妨げ、良心の声が聞こえなくなるま
で増大させてはならないのである。

正守護霊
本霊が副守護霊の働きを制するのを助けるため、人が生ま

れて間もなく、正守護霊がその人の守護に当たるようになる。
正守護霊は、その人の身辺に絶えず付き添って守護の役をな
し、その人がこの世を去るまで、一生を通じて離れることは
ないのである。
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副霊が悪に傾きやすいのに反し、正守護霊は常に善であって、
災害、危難、悪行、怠慢、堕落その他凡てその人を不幸に導
く原因を防ごうとする。人がよく虫の知らせを受けたり、不
吉な夢を見たり、思いがけない邪魔が入ったり、物事が食
違ったり、間が悪くなったりすることがあるが、その多くは
正守護霊の働きによるものである。例えば、汽車に乗り遅れ
たために危難を免れることがあり、また欺きや盗みなどの悪
事を行おうとすると、思いがけない故障や障碍が起って、そ
れを遂げることができなくなる場合がある。これらは正守護
霊が災厄や不幸を未然に防ぐために働くのであり、常に善を
勧め、悪を遠ざけようとするのである。もっとも、正守護霊
が悪の力を制し得る程度は、その人の本霊の清濁によって定
まるのである。
また、人が悪の勢力に圧倒されないように、正守護霊はそ

の人の長所や善性を育て、その使命を全うするよう導く。こ
れは神の御経綸に従って、その人を守護する働きである。し
かし、正守護霊は時として、その人の魂を鍛え、浄めるため
に、苦しみを与えることもある。その試練の深さや受ける苦
難の大きさは、その人に与えられた使命の重大さに応じて異
なり、使命が大きいほど、それだけ試練も大きいのである。
なお、人間には本霊・副霊・正守護霊のほかに、臨時に憑

依する霊がある。それらは多くは動物霊であり、人間の霊が
曇れば曇るほど憑依しやすくなるのである。したがって、魂
の曇りが甚だしい者には悪霊が憑きやすく、そのため悪事を
行いやすくなるのである。
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無信仰者は、平素善人らしく見え、善行をなす人であっても、
何時悪霊の憑依を受けるか分らない危険な状態にある。歴史
上の暴君や独裁者の中には、このような悪霊に憑依された者
が少なくない。では、如何なる場合に臨時に憑く霊が憑依す
るのであろうか。また、霊の曇りとは一体何であろうか。こ
の問題を明らかにするには、罪とは何か、また人間の霊に生
ずる曇りについて説かねばならない。

人間の責任

人類を救うものは信仰以外にはない。信仰によってのみ、
人は神の御経綸を真に悟り、之を受け容れることができるの
である。従って、信仰は何処までも深く確立しなければなら
ない。神は、人類の信仰を強めるために、**悪の時代が終り
を告げ、善主悪従の新しい時代が到来しつつあることを、
種々の徴によって示されている。**これによって、来るべき
地上天国の実現を確信し得ることは、実に感謝に堪えないの
である。しかし、将来の希望を神に感謝すると共に、**今日
までの人類の歩みを如何に解すべきであろうか。**これまで
人類が受けて来た凡ての苦悩を、ただ神の責任として、その
原因を神に帰すべきであろうか。神は何故、永い年代にわ
たって人類を苦しませ給うたのであろうか。何故また、人類
は悪の力に左右され、自ら滅亡の淵にまで赴くような状態に
置かれたのであろうか。

不幸の根源
以上の疑問を解くに当って、神の御経綸を誤って非難して

はならない。今日迄人類が斯くの如き状態となったのは、神
の責任ではなく、人間自らの選択によって決定されたのであ
る。
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神より離れ、自ら進んで神の御心に背いた結果、善の力は弱
まり、悪の力は漸次増大した。こうして神の律法に反するに
従って、人間の苦悩はますます深くなったのである※。しか
も、そのような状態にありながら、神に立ち返ろうとする者
は極めて少なかった。
それでは、人間が神の御心に背いた結果、如何なることが

起ったのであろうか。また、人間が何故ますます悪に左右さ
れ、不幸となったのであろうか。それを明らかにしてみよう。
人間が最初に罪を犯した時、本霊は神の御心を受け容れる力
を次第に失い始めた。そして、神の道を離れるに従って、本
霊はますます神の御心に応じ得なくなり、その結果、悪に傾
き、罪を犯しやすくなったのである。また、人間が神の恩寵
を失うに従って、本霊には曇りが生ずるようになった。この
曇りは代を重ねるに従ってますます厚くなり、人間はそれだ
け悪霊の憑依を受けやすくなったのである。さらに、この曇
りは神の律法を悟る力を曇らせ、一切万有を支配する霊的法
則を理解することを困難ならしめたのである。
前にも述べたように、人間の霊的状態を決定するものは本

霊である。罪なく曇りのない本霊は、神の御心をよく受け、
魂は光り輝いて悪霊を最も怖れさせるのである。したがって、
神の道を行おうと努める人は、無信仰者に比べて悪を行うこ
とが少なく、その魂は清く、悪を制圧する力も強いのである。

※この点については、57～58頁および78～79頁でさらに詳しく説明さ
れている。――編者
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罪によって本霊に生じた曇りは、その光を曇らせる。そのため、
臨時に憑く霊は一層憑依しやすくなるのである。従って、曇りの
多い本霊ほど悪霊が憑きやすく、少なくとも悪を行いやすい状態
となる。
本霊に生じた曇りは、霊体にも及び、心および霊体を曇らせる。

心に曇りが生ずれば、臨時に憑く霊はその心に働きかけやすくな
る。また、心が曇るほど副霊の力は強くなり、本霊は副霊を制御
することが困難となる。その結果、人間はますます悪を行うよう
になるのである。さらに、霊体に曇りが生ずれば、それは悪霊に
とって最も入りよい状態となるため、悪霊の憑依を防ぐ力は弱く
なる。霊体の曇りは、本霊から移写された曇りによるばかりでな
く、人間が神に背き、罪を犯す都度、その霊体にも直接曇りを生
ずるのである。

救いの道
今日の人類の大部分は罪によって霊が曇り切っている為、悪霊

が憑き易く、活動し易い状態にある。これが今日、犯罪や人々の
間に憎悪が絶えない一つの大きな原因である。元来、社会という
ものは、その構成員たる一人一人の霊的状態によって成り立つの
であるから、より良き社会を実現するには、一人でも多くの人の
魂の曇りを除き、清い魂の持主を増やすより外に道はない。とこ
ろが今日の為政者や指導者は、犯罪や反社会的行為、その他有害
な行為の真の原因を知らないため、法律や刑罰、その他の一時的
手段によってこれを防止しようとしている。しかし、そのような
方法は、人間の魂の曇りを解消することもできず、魂本来の光を
回復することもできないのであるから、悪を根本から制圧するこ
とはできず、人間社会の苦悩を解決することも到底できないので
ある。
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しかるに、そのような方法では、人間の魂の曇りを解消する
ことはできず、本来の霊の光を回復することもできない。
従って、悪を根本から防止することもできず、人間並びに社
会の苦悩を解決することも到底できないのである。
罪は、ただ神の御赦しによってのみ赦されるのである。罪

によって魂に曇りが生じたならば、それを根本から解消する
道は、神に罪を懺悔し、その御赦しを願う以外にない。しか
し、魂の曇りは容易に解消されるものではない。そこで神は、
その無限の愛によって、まず浄霊という方法を人類に与えら
れたのである。浄霊は文字通り霊的浄化の方法であって、霊
体に積もった曇りを浄化し、解消する神の力である。そして
浄霊の浄化作用と治病の奇蹟は、これを受ける人々を、やが
て自らの罪を省み、神に立ち返るよう導くことが少なくない。
その結果、人は善を好み、信仰の心を深め、神への信念はい
よいよ強くなるのである。また、浄霊を行う者も、その御利
益が眼前に現われ、神の測り知れない御力と御愛とを目のあ
たりにして、信仰はいよいよ深まるのである。このように信
仰が深まるにつれて魂の曇りは次第に解消され、人は神の御
心にかなう者へと導かれてゆくのである。
なぜ神は、今日この時に至って、世界に浄霊を行わせ給う

たのであろうか。この問題は、神の審判と極めて深い関係が
あるのである。人間はこの世に生れて以来、悪を作り、悪を
世に増し来った。そして人類は、その悪を制し、善を守り育
てようとして絶えず努力を続けて来たのであるが、その闘争
は却って物質文化を進歩発達させる結果となり、その反面、
悪の力もまた漸次強大となって、遂には九分九厘まで世界を
支配するに至ったのである。
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若し悪が何等制約されることなく、そのまま世界を支配する
に至るならば、人類は遂に破滅を免れることは出来ないので
ある。しかし神として、そのような状態をそう長く放任して
置かれないのは当然である。茲に神は悪を制約し、文明の大
転換を行わんがため、人類に浄霊を与え給うたのである。即
ち浄霊によって人類を神に立ち返らせ、信仰を深めしめると
共に、神の光によって霊体の曇りを浄化し、魂を清め、遂に
は地上世界そのものをも浄化せんとされるのである。従って
今日の人類は、この神の御経綸に応え、浄霊を実践し、翻然
と目覚めて神に立ち返り、神の御心にかなう者とならなけれ
ばならないのである。。
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２
人類の希望の実現

救い主と贖罪主

有史以来今日まで幾多の宗教が生れ、その説く処は例外な
く善を勧め、悪を極力排斥したのであった。勿論之は悪その
ものを除くのが宗教の建前であるから、当然である。しかる
に、茲に誰しも一つの疑問を抱くのである。一体神や仏は愛
と慈悲の権化であり乍ら、何故悪の力によって人間を苦しめ
給うのであろうか。若し神が真に人類を愛し給うのであれば、
何故最初からそのような苦しみを免れしめ給わなかったので
あろうか。成程、この疑問は尤も千万で、一言もないのであ
る。実をいうと、私にしても以前は同様の考え方であった。
ところが愈々その時が来たので、神はその根本的理由を詳し
く啓示されたのである。之によって、有史以来何故宗教は悪
を排斥しながら、悪は却って文化の進歩発達に必要であった
かという深い意味が明らかとなったのである。

諸宗教
神の御経綸の真意は、人間に対する神の御目的を知って、

初めて明らかとなるのである。神は人間に自由意志を与え、
自ら進んで神の御心に従い、神性を発揮しつつ向上して、遂
には神に近き者たらしめんがため、人間を創造し給うたので
ある。しかし、その自由意志が与えられたがために、人間は
また神の道を外れ、堕落して動物的となる道をも選び得るよ
うになったのである。
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人類が最初に神の御心に背いた時、その霊は曇り、神の御意
志を明らかに受け得なくなった。これが人類に悪が発生した
始まりであって、人は悪に侵されやすくなり、罪は漸次人間
社会に充満するに至った。この点について最も理解し難いこ
とは、神は人類を罰するためだけに悪をこの世に存続させた
のではないということである。神は、人々が悪による苦しみ
を経験することによって自ら誤りを覚り、喜んで神の御心に
立ち返るよう、そのために悪の存在を許されたのである。さ
らに神の無限の慈悲は、その悪の働きさえも善へ転ずる機会
とされ、人類の苦しみを軽減せられたところにある。※
もっとも、悪は必要悪として存続を許されたとはいえ、そ

の力は決して無制限に放任されていたのではない。有史以来、
悪の力には常に一定の制約が加えられていた。もしこれを全
く放任されたならば、人類は遠い昔に滅亡していたであろう。
安心して生活することも、仕事に従うこともできず、平和と
いうものも到底保たれなかったに違いない。この世界は、邪
神の跳梁する混乱と破壊の世界となっていたであろう。
そこで、人類が自ら招いた悪を制約するために、有史以来

幾多の宗教が生まれたのである。その中でも最も大きなもの
の一つがキリスト教である。釈尊の教えが、瞑想によって自
己の覚りと心の平安を得ることを主としたのに対し、キリス
トの教えは、神への愛と人への愛を根本として人類救済を説
いたものである。キリストは万人の罪を一身に負い、主神に
赦しを乞う贖罪主として、その使命を果たしたのである。

※この一見矛盾するように思われる点については、本書39～40頁を参
照されたい。――編者
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人類社会の一体性を強調する点において、キリスト教はまさ
にこの現界における宗教であるといえる。神と人とへの愛の
教義は、悪の制御と抑制に対して極めて強力なる作用を有す
るものとなった。すなわち、信仰によって愛の力を得たる者
は、罪悪および苦悩に対してより強く耐え得るようになり、
これが宗教発展の大なる原動力となったのである。
このようにして、悪の勢力は今日に至るまで人類を苦しめ、

嘲弄し続けてはいるものの、幾世紀を経るに従い、諸宗教は
次第に、人類が将来これら悪の勢力を制し、善の力がこれに
代わる時代の到来することを準備してきたのである。とりわ
け幾つかの主要宗教は、神の御心に従い、その信徒を指導す
る上において極めて重要なる役割を担ってきた。キリストは
万人の罪を贖い、人類が救われるために神に対し赦しを乞う
贖罪主と称せられた。その行為は万人を代表して神に祈りを
捧げるものであり、全人類に代わって神に赦しを請うもので
あった。その至上の愛の行為は、悲しみに満ちた世界に光と
温かさをもたらしたのである。また釈尊もまた、人類救済の
探求のためにその生涯を捧げた。釈尊が自己の真の使命を覚
り、その教説が結実するまでには長年月にわたる瞑想の修行
を要したのである。そして仏典の一つが説く如く、釈尊は遥
か数千年の未来における弥勒菩薩の世界を観じられたので
あった。

覚醒の契機
幾世紀を経た今日においても、現代世界に生きるわれわれ

の多くは、なお悔い改めて神の御心に立ち返ることができな
いでいる。この悔い改めを拒む態度こそ、善の働きをいっそ
う行き詰まらしめているかのようである。
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それは今日に至るまで、広汎なる飢餓と圧迫、犯罪と腐敗の増
大、化学薬品および薬剤のより凶悪なる使用、自然破壊、核戦
争の脅威を惹起するとともに、殊に甚だしきは不信および無神
論の蔓延をもたらしたのである。今や現代において、人類の現
状は、神の御心に応じて悔い改め、神の御意に帰一することに
よって、ついに地上に幸福を実現すべき機熟に達しているとい
える。
そもそも悔い改めの行為は、霊的作用のみならず、その人間

の思考様式全般に転換を生ぜしめるものである。その結果、人
は新たなる認識の次元に達し、文明が蓄積してきた知識をも、
慈愛をもって人類救済のために活用し得るようになるのである。
また逆に、覚醒の契機となる強烈なる体験が人に悔い改めを促
し、その結果として、その人の思想および態度はさらに深甚な
る転換を遂げるに至ることもあるのである。浄霊はまさにその
一つの体験であり、今日ついに広く行われつつあって、既成の
理論をもってしては説明し得ざる御恵みを現出しているのであ
る。それは人をして神への信仰へと導き、悪・罪・苦悩の減退
する世界を建設する御業へ参与せしめるものである。
しかしながら、物質的価値観に執着し、その本質を見失う者

にとっては、何故今この時に神を受け入れるべきかを理解する
ことは容易ではない。この抵抗は重大なる課題であるといえよ
う。されど神はもはや無信仰を許容されることはない。それは
御計画の展開を妨げる重大なる障害であるからである。今こそ
未だ神を信ぜざる者は速やかに覚醒すべき時である。さもなく
ば、その不信は自己滅亡を招くに至るであろう。今や善が勝利
する大転換の時は到来したのである。この転換期において御業
を妨げんとする者は、神の御怒りのもとに存続し得ないであろ
う。
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なお人類は今なお救いの機会を有しており、神の開かれたる
道に従うことが可能である。人々が神の御心に従い、心中の
欲望を制御し得るようになれば、善は必ず勝利するに至るで
あろう。その時には、戦争は稀となり、飢える者は救われ、
病める者は癒される世界が現出することとなる。これまで人
類は、与えられた知識の範囲において進歩を遂げるほかなく、
科学者もまた最善を尽くしてきたのである。その成果は確か
に大なるものがあり、むしろそのために、科学および技術に
対する人々の観念を転換し、思想を正しい方向へ是正するこ
とは極めて困難な段階に至っている。しかしながら、今こそ
我々に課せられた重大なる使命は、この転換を促すことであ
る。すなわち、人々をして悔い改めに導き、神の御心を基盤
として人類の一切の営みを正しく方向づけ、御心のままなる
文明を建設せしめることに外ならない。

霊界に於ける昼夜の転換

釈尊はこの世界を種々に説かれ、あるいは「不浄の国土」
と称し、また「衆生の住する火宅」、あるいは「厭離すべき
穢土」とも説かれたのである。さらに人間の苦を四種として、
生・老・病・死を挙げられた。すなわち人間は出生の瞬間よ
りして既に四苦を負い、その苦患の重荷から逃れ得ない宿命
にあるとされたのである。このような夜の世界においては、
いかなる大なる希望といえども結局は空しく帰し、真の安心
立命は得られないのである。いかなる変化が生ずるかも知れ
ぬ不安の中にあって、心の平安を保つことは不可能であると
される。またこの仮相の世界においては、一切のものは終局
において無常に帰し、いかに永続を求めて努力するといえど
も、真に永遠なるものは存在し得ないと説かれているのであ
る。ゆえに人間の欲望もまた悉く幻影にして、一時的・相対
的なるものに過ぎず、いずれも実相にあらざるものとされて
いるのである。
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釈尊は、この夜の世界における人間の苦しき宿命は免れ難き
ものとして受け取らざるを得ないと説かれたのである。され
ばこれを現実的に抗い逃れようとするのではなく、むしろそ
の苦悩の自覚を契機として覚りへと向かい、ついには夜の世
界の限界を超え、より高次の境地たる安心立命に到達すべき
であるとされたのである。

因果関係
釈尊のいう「この世」とは、われわれの観点よりすれば夜

の世界（夜の時代）に外ならず、すなわち人類の長き歴史に
おいて、邪悪の力が広く許容され、人間が神の御心に背いた
結果を受け取る時代であるといえる。この夜の世界において
は、人間は霊界に曇りを生じ、その影響として病・貧困・争
闘などの苦患を受けるのである。しかるに今日、ここに霊界
転換の時期が到来し、夜の世界から昼の世界へと移行する新
しき時代が開始されつつあるのである。
この転換が開始されるや、すべての根源である霊界におい

ては、目に見えぬ形で次第に明るさを増し、昼の世界の到来
とともに温かさを帯び、さらにそこから発する浄化の力※も
また増大しつつある。これは霊界に蓄積せる曇りを消滅せし
めんとする御働きである。既に述べたる如く、曇りとは人間
が神の御心および霊的法則に背くことにより霊界に蓄積する
ものであり、その浄化は通常、何らかの形の人間的苦患を伴
うのである。しかしながら夜の世界においては、この霊的浄
化の作用が現界に反映するまでに時間的遅差があり、そのた
め人間は、自らの行為と苦しみとの間に直接的な因果関係を
認識し難い状態に置かれてきたのである。

※霊界より発する浄化のエネルギーについては、pp. 43–44 において説明さ
れている。――編者注
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主としては人間の霊に厚き曇りが存在するためであり、また
第二には霊的反動の遅差があるためであるが、夜の世界にお
いては、人間は神の御心および霊的法則に背くこととなって
も、短期的にはたとえ一時的なものであっても利益や成果を
得ようとする傾向が強いのである。その結果として、霊に生
ずる曇りと苦患とはいよいよ増大し、悪循環を形成するに至
るのである。この悪循環がもし断ち切られなければ、人類文
明そのものを破壊し、種の存続をも危うくし、ひいては自然
界全体を荒廃に導くことになるのである。
しかるに昼の世界の到来に伴い、霊界における変化が現界

へ反映する時間的遅差は次第に縮小しつつあるのである。す
なわち霊界における浄化作用は、より迅速に現界へ反映する
ようになっているのである。そのため、人間は自己の思想・
行為と、それに伴う苦患との間の因果関係を、より明確に感
受するようになりつつあるのである。従って今後は、たとえ
一時的な利益や成果を得るためであっても、神の御心および
霊的法則に背く行為をなすことは、次第に困難となってゆく
のである。
夜より昼へと転じゆくに従い、戦争や侵略によって国家的

目的を達成することは、もはやほとんど不可能となるのであ
る。また不正・搾取によって富を蓄積することも、次第に利
益性を失ってゆくのである。さらに他者の利益を犠牲として
自己の欲望を満たそうとする行為は、すべて無効化される方
向へと向かうのである。神の律法に反する人工的・強制的手
段は、人間のあらゆる営みにおいて著しく効力を失ってゆく
のである。
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総じていえば、霊界における浄化の力がますます強まるにつ
れて、昼の時代（陽の時代）が近づくに従い、人間は悪を行
うことが次第に困難となる。かくして、この世界には人々が
悔い改めへと導かれる条件が整えられてゆくのである。

夜昼転換
現在、私たちは宇宙的大経綸における重大な転換期に生き

ている。世界はいまや夜昼転換の瀬戸際に立っているのであ
る。すなわち、霊界において開始された大浄化作用が、やが
て現界にそのまま反映され、世界的大浄化として顕現しよう
としているのである。この大浄化は、人類の肉体のみならず
魂をも浄める。そうして悔い改め、神の赦しを得た者は、昼
の世界へと移行し、病・貧・争のない真の幸福世界、すなわ
ち新文明世界の住民となるのである。
この夜昼転換は、最初は極めて緩やかに始まったため、

人々はその変化に気づかなかった。なぜなら、霊界における
変化は人間の肉眼には見えないからである。しかし私たちは、
霊界において起こりつつある変化の微かな兆候をも見逃して
はならない。そして、その機会を捉えて速やかに悔い改める
べきである。この夜昼転換の現象が現界に現れている最も顕
著な証の一つが、浄霊の効果がますます著しくなっているこ
とである。特に重い病やさまざまな苦悩から救われた人々の
体験談は、浄霊の真実性を示す感動的かつ喜ばしい証拠であ
る。そうした数多くの実例は、浄霊の御恵みによって次々と
人々が神の実在に目覚めていったことを物語っている。
人は、自らの不信仰を悔い改め、神の大愛を知り、神意に
適った真の人間生活を営むようになるとき、初めて神の存在
を実感するようになるのである。そうして神の御守護のもと
に生きることによって、夜の世界から昼の世界への転換に参
与し、新文明世界建設の一員となるのである。
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浄霊を受けるようになってから神を信じ、その御許へ立ち
返った人々は、すでに数え切れないほど存在する。それは、
霊界における浄化の力がますます強まるとともに、一方では
現界において、浄化作用を人為的に抑えようとするあらゆる
手段が、次第にその効力を失いつつあるからである。そのた
め今日では、どれほど頑なな無神論者、不信仰者であっても、
浄霊はその霊体を浄め、神の実在を悟らせ、神の御経綸へと
目覚めさせる力を発揮するのである。
もはや人類は、病・貧・争による苦悩を、宿命として甘受

し続ける必要はない。もし人々が真理に目を開くならば、今
日までの誤った思想や既成観念を脱却し、真の文明への道を
歩み始めることができるのである。しかし、神はいつまでも
人類が御心に背き続けることを許されるわけではない。最後
の審判が到来するとき、夜の時代は終わりを告げ、昼の時代
が開幕する※。それゆえ、私たちに課せられた使命は、神の
御経綸と、まさに到来しようとしているこの夜昼転換の真実
を、一人でも多くの人々に伝えることである。人類の生き方
を神意に立ち返らせるこの大いなる使命こそ、真の文明、す
なわち新文明世界建設への第一歩なのである。

浄霊と信仰への目覚め

歴史の推移を顧みるとき、そこには神の経綸が着々と展開
されてきたことを知ることができる。それは、夜昼転換とい
う神の大経綸に向けて、長い年月をかけて進められてきた準
備の過程であった。夜の時代にあっては、人類は神の道を踏
み外したために、悪の横行を許し、自ら病・貧・争というあ
らゆる苦悩を招いてきたのである。そして今日なお悪が歴史
を支配しているのは、神に対する真に揺るぎない信仰をもつ
者があまりにも少なく、まして神の御経綸を信ずる者はさら
に少ないからである。

※「信仰（Faith）」については、解説195頁を参照されたい。――編者
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しかるに、今日なお多くの人々は神の実在を疑い、あるいは
否定している。しかし、不信仰は人間にとって最も重大な罪
の一つである。この不信仰は科学文化を物質偏重へと傾け、
唯物思想を助長し、その結果、人類をついには自滅の淵へと
追い込むに至ったのである。

人類救済の福音
しかしながら、いまや夜昼転換は着々と進みつつあり、こ

の世界は世界的大浄化作用という未曾有の霊的激変に近づい
ている。もし人類がこの歴史的転換を乗り越え、新文明世界
を破滅から救おうとするならば、まず自らの罪を悔い改め、
神の御心に立ち返らなければならない。すなわち、人間は自
らの自由意志によって神の召命に応え、地上天国建設の大業
に参加しなければならないのである。もし地上天国を建設す
ることができないならば、人類は救われる道をも失うことに
なる。
浄霊は、この迫り来る世界的大浄化作用に備え、さらに地

上天国建設の大業に参与させるために、神が全人類に賜った
大いなる恩恵である。これは、人類を自滅から救い、その魂
を目覚めさせようとされる神の大愛の現れにほかならない。
今日すでに浄霊は実修されているとはいえ、その規模はいま
だ極めて小さい。しかし、さらに多くの人々がこれを受け入
れ、神の実在に目覚めるようになれば、人類の歴史は苦悩の
歴史から歓喜と霊性向上の歴史へと転換してゆくのである。
浄霊施術者の手を通して神の光が伝えられるとき、その光

は受ける者の霊を浄め、その人間を根本から変革し、強めて
ゆく。浄霊は霊体の曇りを浄めることによって、あらゆる霊
的・肉体的障害を除き、現代医学が不治あるいは末期とみな
す病であっても治癒へと導くのである。
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浄霊によって現れる数々の御神徳は、いかに頑なな不信仰者
に対しても、神の実在とその絶対なる御神徳とを証明するも
のである。したがって、その本来の意義からいえば、浄霊と
は、人を悔い改めへと導き、信仰を深める歓びを体得させる
神の御業なのである。
もちろん、人を悔い改めへ導く道は浄霊だけではない。し

かし浄霊は、最も罪の深い人の魂に対してさえ働きかける力
を有している。もっとも、中には霊的覚醒が十分に進まない
例もある。人が真に悔い改め、神の大愛を受け入れるか否か
は、結局のところ、その人自身の魂の自由な選択によるので
あり、その成否は、神との一体をどれほど真摯に求めるかに
かかっている。しかし浄霊は、霊体の曇りを浄め、さらにそ
の奇蹟的な治病力によって神の御神徳を現実に示すことに
よって、人の心に悔い改めと信仰の起こりやすい状態をつく
り出すのである。そして浄霊を受け、心から悔い改めた人は、
その魂が浄められ、神への信仰はいよいよ深まり、さらに人
を愛する心もまた、ますます豊かに育ってゆくのである。

悔い改めへの道
私たちはこれまで、浄霊を取り次ぐ者と浄霊を受ける者の

双方が、その魂を浄められ、ともに神の真理に対する目覚め
をいっそう深めた実例を、幾度となく目の当たりにしてきた。
浄霊は、人を自然に祈りへと導く。そして、祈りに際して心
を集中させ、その真心をいっそう深める力を与えるのである。
このようにして浄霊は、人を神意の理解へと導き、神の御心
にかなったより善い生活を送ろうとする心を育み、人格的に
も霊的にも向上させる。かくして人は、真の信仰への目覚め
を体験するのである。しかし、その境地に至るまでの道程は、
決して平坦でも容易でもない。
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多くの人は、無神論に引かれる心と良心に響く神の声との間
にあって、あるいは従来の固定観念と新しい信仰との間に
あって、激しい内面的葛藤を経験する。また、多くの場合、
その過程では人生観・世界観そのものを根本から改め、これ
までの価値観を新しい価値観へと転換しなければならない。
人が神の実在を単に頭で認めるだけの浅い理解から、神との
深い結び付きに至るまでには、実に長い道程を歩まなければ
ならないのである。さらに、自分一人の安心や幸福を求める
信仰から一歩進み、理屈を超えた真の信仰に到達し、人類全
体と自己とを一体のものとして捉え、神意にかなって生きる
境地に達することは、なお一層困難である。
浄霊は、宗教・人種・国籍のいかんを問わず、誰でも受け

ることができる。そして、たとえ初めは疑いの心を抱き、あ
るいは反感をもっていた人であっても、その御神徳を受ける
ことができる。しかし、浄霊を受け続け、病気が治るなど
数々の御神徳をいただき、さらに悔い改めへ導かれる機会を
与えられながらも、なお神の大愛を疑い、神意に従おうとし
ないならば、その御神徳は次第に現れなくなってゆく。※ま
た、浄霊は、方法を学びさえすれば誰でも取り次ぐことがで
き、決して難しいものではない。しかし、その働きの強さに
は個人差があり、それは浄霊を取り次ぐ者と浄霊を受ける者
双方の信仰の深さによって左右されるのである。
したがって、浄霊は、信仰の深い者によって取り次がれる

ことが最も望ましい。そして浄霊を取り次ぐに当たっては、
まず静粛でふさわしい環境のもとで、神に祈りを捧げること
から始めるのである。

※そのような信仰者も、悔い改めない限り、ついには神の御神徳を完全に
失うことになる。詳しくは解説篇「信仰」（195頁）を参照。――編者
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浄霊の御神徳が長く持続し、その効果がいっそう大きく現れ
るかどうかは、浄霊を取り次ぐ者の信仰の深さはもとより、
その真心と神の大愛をどれほど素直に受け入れているかに
よって決まる。それゆえ、霊体の曇りが比較的少なく、自ら
信ずるところをそのまま実践している人によって取り次がれ
る浄霊ほど、その働きは大きいのである。すなわち、魂がよ
り清く、より強いほど、浄霊によって現れる御神徳もまた、
いよいよ大きなものとなるのである。

神の大愛の現れ
浄霊を取り次ぐ者は、神様への祈りを通して、神様の御道

具として神様の光を伝える役目を担うのである。したがって、
浄霊を取り次ぐ者が、自らを誇り、「自分が治した」という
思いを抱いたり、その効果を自分の力によるものと考えて満
足したりするならば、神様の光の働きは著しく減じられてし
まう。
浄霊によって御神徳をいただきながらも、神様の御恩に感

謝することなく、あるいは自己を過信し、自分自身を頼みと
して歩むために、真の信仰への目覚めに至らず、道を踏み外
してしまう人も少なくない。しかし、それよりもはるかに多
くの人々は、浄霊によって現れる神様の大慈悲の計り知れな
い偉大さに深い感動と畏敬の念を抱き、ついに神様へと立ち
返るのである。そのような人々は、まず善行を実践するよう
になり、とりわけ苦しむ人々に浄霊を取り次ぎ、神様の実在
を悟るよう導くことに努めるようになる。そして、瞑想や祈
りを重ねながら、長い内面的葛藤を経て、ついには真の悔い
改めに至り、新しい信仰生活を歩み始める者も現れる。まさ
にその時、人は神様の赦しを受け、その魂は浄められ始める。
そして、これまで自己を支配していた罪穢を克服し、神意に
かなった新しい人生を歩み始めるのである。
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死を目前にして初めて、自らの罪の深さを悟り、真の悔い改めに
至る人は少なくない。浄霊による浄化の働きと、その人自身の真
摯な悔い改めとが相まって、臨終の人は神様の赦しを確信し、安
らかな心で最後の時を迎えることができるのである。また、ある
場合には、死の瀬戸際にあって霊的生命力が注がれ、ついに死を
免れることさえある。そのような時に現れる神様の大慈悲の御神
徳は、まさに奇跡というほかない。そして、その体験を通して、
その人の心には神様の御心に従って生きようとする新たな決意が
芽生え、その決意は日ごとに強められてゆく。それ以後、浄霊を
取り次ぎ、また浄霊を受けるにつれて、その御神徳はいよいよ大
きくなり、その人は神意をより深く悟り、神意にかなった歩みを
進めるようになるのである。
浄霊は、神様がいかに深い大愛をもって人類を救おうとしてお

られるかを示す尊い御恵みである。その御恵みを感謝して受け入
れるならば、この世界は必ず変わるという希望を抱くことができ
る。そして人は、少しでも神様に近づこうと真心を尽くして努力
しなければならない。すなわち、絶えず心の中に善を育て、悪を
戒めるとともに、人々を幸福に導き、その喜びをともにし、常に
神様の大慈悲に感謝して歩むことである。そのように努め、地上
における自己の使命を果たそうとする者の魂を、神様は浄めてく
ださるのである。
浄霊は、人々が神様への信仰を得、その信仰を深めるための一

つの尊い道である。しかもそれは、人類の罪が赦されようとして
いること、そして地上天国の実現がいよいよ近づいていることを
示す確かな徴でもある。神様は人類に浄霊をお与えになり、人々
がその御神徳によって自己を改め、世界を改め、心身ともに真に
健康な人間となって、地上天国に始まる新しい人類歴史を築くこ
とを願っておられるのである。
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地上天国

神様が浄霊をお与えになったことは、人類救済の御経綸が
必ず成就することを示された、具体的で疑う余地のない御し
るしである。浄霊は、長い間人類を支配してきた文明の誤り
が正され、真の文明が建設されること、そして私たちがこの
地上において、幸福と安全と善と平和に満ちた地上天国の生
活を営むようになることを示している。また浄霊は、人間の
魂が本来求め続けている救済が、現実のものとなり得ること
を明らかにしている。このように浄霊は、人々を心身の苦悩
から救うだけでなく、人類文明を根本から改造し、地上天国
建設という神様の御経綸に参与するよう導くのである。
これまでの歴史においても、人間は決して受身の存在では

なかった。同様に、これから始まる新しい文明においても、
人間は神様の御用に奉仕し、地上天国建設に参与する者とな
らなければならない。そして、人々がその使命を自覚し、神
意にかなった生活を実践するようになる時、人間は初めて本
来の人間性を発揮し得るのであり、それとともに文明そのも
のもまた、本来あるべき調和と均衡を回復し、真の文明とし
て完成へ向かうのである。

東洋と西洋
世界文化の形成の過程を顧みると、大きく東洋文化と西洋

文化とに分けることができ、それぞれに異なった特色がある。
もちろん、このような区分は大まかなものであって例外も少
なくないが、おおよそ東洋文化は、人倫や社会秩序を重んず
る経の文化である。
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主君への忠誠、孝道、長幼の序、さらに父権を中心とする集
団の結束などは、いずれも東洋文化における経の特色を示し
ている。これに対して西洋文化は、絶対なる神様の御前にお
ける万人の平等を重んじる緯の文化である。
万人愛というキリスト教の精神、すなわち夫婦愛・家族

愛・隣人愛は、西洋文化における緯の精神を象徴している。
そして、この緯の精神こそが、ヨーロッパ文明を世界各地へ
発展させる大きな原動力となった。西洋文明は、神様の御経
綸を世界に実現するための普遍的文化として発達するととも
に、個人主義や合理主義を育てる基礎ともなった。近代科学
がキリスト教精神の土壌の上に成熟し、近代産業社会を築い
たことも決して偶然ではない。これに対して東洋文化は、経
の文化として、家族・共同体・国家など集団の統一を重んじ、
個人の権利よりも共同体全体の利益や自己犠牲を尊ぶ傾向を
培ってきた。しかしながら、東洋文化は経に偏し、西洋文化
は緯に偏したため、双方ともその特色を極端に発達させる結
果となった。
一方は精神に偏し、一方は物質に偏したため、それぞれ本

来の均衡を失い、さらに東西文化が接触する世界文化におい
ても調和を欠くようになった。今日、世界の混乱が絶えない
のは、この経と緯との結びが失われているからである。した
がって、これからの文明は、東洋の経と西洋の緯とを結び、
精神と物質、霊と体とを調和させた真の文明でなければなら
ない。その文明こそ、神様の御経綸によって実現される地上
天国の文化なのである。
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神様は、地上天国建設において、東洋文化の経と西洋文化
の緯とを結び、精神と物質、霊と体とが完全に調和した真の
文明を実現されるよう御経綸を進めておられるのである。

経と緯
完全な調和と、それに伴う応変自在の働きこそ、新しい世

界文明の特色である。この二つが一体となることによって、
人類文化は経にも緯にも、いかなる方向へも自由自在に発展
することができるようになる。そして地上天国においては、
霊と体、精神と物質とを自由に調和融合させる原理が、人間
の創造的・知的活動の根本原理となるのである。真理とは、
霊だけでもなく、また物だけでもない。霊と物とが一つに結
ばれたところに真理がある。浄霊もまた同様であって、宗教
的真理と科学的真理とをともに具えたものである。したがっ
て浄霊は、これから実現される文明に備わる完全な調和と応
変自在を象徴するものである。まさにこの統合性があるから
こそ、浄霊は普遍性をもち、長い間神様を知らず、霊界を否
定してきた人々に対しても、等しく救済の道を開くことがで
きるのである。
私たちは、常に常識を基として考え、行動しなければなら

ない。一時の感情や激情に左右されることなく、自らの良心
に従って歩むべきである。それゆえ本教では、常識を何より
も重んじ、中正を守り、偏らない考え方と行いを尊ぶのであ
る。ところが世間では、常識ある人は平凡で創意に乏しいと
見られ、反対に偏った考え方をする人ほど偉大であるかのよ
うに評価されがちである。しかし歴史の示すところによれば、
偏在精神はついには失敗を招くものであり、偏見は常に破綻
の先触れなのである。

73



いずれにしても、自らの考え方や行いにおいて偏在精神を抑
えることのできない者、あるいは抑えようとしない者は、一
時世間の耳目を集めることはあっても、真に偉大な業績を残
すことはできない。真の偉大さとは、神様から与えられた使
命を全うし、新しい文明の建設にどれほど貢献したかによっ
て測られるのである。したがって、人はまず自己の内に経と
緯との調和を確立し、その調和を社会の上に実現していかな
ければならない。地上天国においては、争いを生み出す心そ
のものが消えてゆくため、人を害しようとする行為はきわめ
て稀なものとなる。人々の日常生活や社会活動は、ますます
公正の原理に従って営まれ、私利私欲や一方に偏った立場を
超えた真の正義によって導かれるようになる。また、人々の
物質的欲望が次第に薄らぐにつれて、個人相互あるいは集団
相互の力の隔たりも自然に小さくなり、人間関係は全く新し
い段階へと進むのである。
悪人や道を誤った人々の行為を抑えるためには、刑法その

他の法律が必要である。しかし、地上天国においては、悪が
次第に姿を消し、人々も卑しい欲望に動かされることがほと
んどなくなるため、厳格な法体系は次第にその必要性を失っ
てゆく。利害の対立は次第に減少し、野心や誤った判断から
生じるあらゆる争いも、ついには消滅する。紛争は平和裡に
解決され、人口の偏在、資源や富の偏在、その他あらゆる不
均衡も、公正と正義によって円満に調整されるようになるの
である。しかし、罪があまりにも深く、神様の大愛を受け入
れることのできない者は、地上天国の住民となることはでき
ない。
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地上天国は、神様の御前に悔い改め、その罪を赦された人々
によって建設されるのである。そのような人々は、悪に打ち
勝つ力を与えられるとともに、神様から各自に授けられた使
命を全うするために、その持てる力のすべてを尽くすことの
できる人々である。そして、その人々こそ神様の審判を乗り
越え、これまで人類が夢にも想像し得なかった幸福に満ちた
地上天国の住民となるのである。

神の大愛

真の文明とは、神様の御心にかなう人々によって建設され
る地上天国である。そこは真・善・美の完全に調和した理想
世界であるが、その完成を見ることができるのは、神様の審
判を経て生き残った人々だけである。

精神の向上
しかし、この世界を地上天国へと造り替えるという偉大な

事業を進めるためには、まず私たち一人ひとりが精神を向上
させなければならない。そのためには、自らの罪を悔い改め、
神様の御心にかなう信仰生活を送らなければならない。真の
悔い改めとは、単に教会に参拝し、善い行いをすることでは
ない。それは、神様の御心にかなうよう努め、人類の幸福を
願い、その実現のために尽くす生活である。私たちの思いと
心に抱くものが清く善であれば、その心は言葉となって現れ、
さらに行いとなって現れる。したがって、常に悪念を払い、
独善を戒め、自我を離れようと努めることが、悔い改めの生
活の根本である。また、自己中心の心を捨て、人類の幸福を
願い、その実現のために尽くしてこそ、人は神様の御心にか
なう真の人間となることができるのである。
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もし私たちが、自己中心の考え方や行いを根本から克服し、
自分本位の欲望に縛られることなく生きることができるなら
ば、次に進むべき最も大切な段階は、神様にお任せし、その
御心を知ろうと絶えず努めることである※。日々の生活を導
くべきものは、ひとの評価でも、自分勝手な考えでもなく、
神様の御心でなければならない。神様の御心が人生の目標と
なるとき、人は自然にその実現に向かって自らのすべてを尽
くすようになる。
そのような強い信仰は、脅迫や迫害、苦しみや非難にも決

して屈することなく、人に全く新しい生き方を開く。そのよ
うな信仰を持つ人は、あらゆることを神様の御心にかなうよ
う努めながら行い、自らの生命をはじめ、与えられているす
べてのものが神様の大愛によるものであることを常に感謝し
て生活するのである。信仰が確立すれば、不平や絶望は神様
から遠ざかるものであることを知り、苦しみにさえ神様の深
い御経綸があることを悟るようになる。神様が私たちを救お
うとして差し伸べてくださる御手を、どうして拒むことがで
きようか。また、苦しみそのものが浄化であり、自らをより
良い人間へと導く機会であるならば、それを喜んで受け入れ
るべきではないだろうか。神様の御経綸は、人間の知恵をは
るかに超えたものである。それゆえ、苦しみはしばしば救い
への第一歩となるのである。
もし私たちが真に神様を敬い、その御心にかなう生き方を

願うならば、おのずから人類の幸福を願い、自分の幸福より
も人々の幸福を第一に考えるようになる。神様を敬うとは、
人類の幸福のためであるならば、自らの苦しみをも厭わず、
その使命を果たそうとする心である。

※解説「智慧」（212頁）参照。――編者
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それは、人を救い、人々を罪から立ち返らせ、神様の大愛を伝
え、その全能の御力を信じ、人類は本来一つであることを悟ら
せることである。
そして、浄霊を取り次ぎ、人々を神様への信仰へと導くこと

は、人を愛する心の最も尊い現れの一つである。まことに、私
たちの信仰の根本は愛にある。神様は、真に忠実な者を尊び、
また、真に強い者を助けられる。神様のお力をいただこうとす
るならば、まず神様に対して絶対に忠実でなければならない。
さらに、神様の法則と御教えに忠実であるとともに、自らの良
心に従い、自らの使命を誠実に果たさなければならない。この
忠実な心は、人と人との間はもちろん、団体、地域社会、さら
には国家と国家との関係にまで貫かれなければならない。真に
強い人とは、自らの心の中にある悪と戦い、不正や偽り、悪意
への誘惑に打ち勝つ勇気を持つ人である。また、我欲にとらわ
れることなく、自らの心をよく律することのできる人である。
しかし、そのような強さを身につけることは決して容易ではな
い。人は、悪に打ち勝とうとする固い決意を持ち、神様の御守
護をひたすら祈らなければならない。そのとき初めて、神様の
御守護によって、その魂は悪に打ち勝つ力を与えられるのであ
る。

信仰と浄化
神様は、ときとして信仰する者に試練をお与えになり、その

信仰の真価を明らかになさることがある。その試練を立派に乗
り越えた人には、さらに大きな使命が与えられ、その使命を果
たす道が開かれていくのである。例えば、自らには何の落ち度
もないにもかかわらず、社会的な立場や生活、さらには信仰生
活までも脅かされるような出来事に遭遇することがある。
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そのような出来事に遭遇したときは、反抗や恨みの心を抱
くことなく、謙虚に受け入れなければならない。そのよう
な時こそ、神様が信仰をさらに深め、高めるためにお与え
になった機会であるから、感謝をもって受けるべきである。
また、神様の御心にかなうよう最善を尽くしていても、

物事が思いどおりに運ばないことがある。それは、自分の
考えが神様の御心にかなっていない場合もあれば、神様の
御経綸から見て、まだその時期ではない場合もあるからで
ある。したがって、私たちの身の上に起こるすべての出来
事は、結局は神様の御経綸によって導かれているのである。
自分の考えが常に正しいと思い込み、その考えに固執する
ならば、知らず知らずのうちに神様の御心に背くことにな
る。驕りや慢心は、どれほど篤い信仰を持っていると思っ
ていても、悪に乗じられる隙を生む。私たちは常に神様の
御赦しを願い、その御守護をいただいて、神様のお役に立
つ者とならなければならない。そして、自らの未熟さと罪
深さを深く悟ることによって初めて、謙虚と従順とを人生
の根本とすることができるのである。
人は生まれながらにして、人類が神様の御心に背いてき

た罪の影響を受け継いでいる。そのため、人には誰しも罪
に傾きやすい性向がある。人は、自らの欲望に従って神様
の御心に背くとき、罪を犯すのである。この性向は、神様
を信じる者にも、信じない者にも共通して存在しているが、
多くの人はそれに気づいていない。深い信仰を持たなけれ
ば、人は自分の心の中に潜むその性向を見分けることがで
きず、それを克服することもまた難しいのである。
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そのままでは、人は良心の声にも、神様から魂に与えられ
る導きにも耳を傾けることができなくなり、神様の御教え
に背くようになってしまう。そして、人は神様からますま
す離れ、人類が初めて神様に背き、神ならぬものに心を向
けた過ちを繰り返すことになるのである。
私たちは、一日たりとも神様の御守護なくして生きるこ

とはできない。そのことを思えば、人間は宇宙の中では実
に小さな存在にすぎない。したがって、人間が神様のすべ
てを知り尽くすことも、善悪を完全に判断し、人を裁くこ
ともできないのである。それゆえ私たちは、神様の御心に
かなう信仰生活を送り、常にその御心に従わなければなら
ない。そして、神様の大愛と御守護のもとに、人を愛し、
人類の幸福のために尽くして生きるべきである。しかし一
方で、そのような生き方を選ぶことのできる人間は、神様
から大きな使命を託された尊い存在でもある。信仰が深ま
るほど、人は自らの罪の深さを知るとともに、神様の大愛
の広大さを深く悟るようになる。その悟りこそ、人を真の
悔い改めへと導くのである。そして、その歩みの中にあっ
ては、常に神様を念頭に置き、その御守護を願い、日々神
様の御心にかなうよう祈り続けなければならない。
もし私たちが、神様の御守護を願う真心をもって浄霊を

受けるならば、神様はますます強い御光をお与えになり、
私たちの魂の曇りを取り除いてくださる。このように、浄
霊は神様の御赦しの現れであるとともに、地上天国の実現
が近づいていることを示す尊いしるしなのである。
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地上天国

神様の審判を経て生き残った人々は、地上天国におい
て、これまでとは全く新しい生活を送るようになる。そ
の罪は赦され、魂の曇りは日ごとに取り除かれて、ます
ます清められていく。また、神様の御心を正しく悟る智
慧も深まり、それぞれが神様から与えられた使命を知り、
その御心にかなって生きるようになるのである。

真・善・美の世界
来るべき時代には、善が悪に打ち勝つ。なぜなら、善

を根本とする人々だけが生き残り、人間の中に残る獣性
も十分に抑えられるようになるからである。すべての人
は平和を何よりも願い、争いを避けるようになる。また、
自らの心の中にある悪や憎しみに対してますます敏感と
なり、それを善と慈しみの心へと改めようと努めるよう
になる。こうして、人は神様の大愛によって魂を清めら
れ、本来あるべき人間の姿を取り戻していくのである。
真理に触れることによって人は知的に目覚め、悔い改め
の必要を悟る。さらに、美に触れ、その美に心を動かさ
れることによって、魂は真・善を求めるようになる。そ
の普遍の求道の積み重ねによって築かれる地上天国は、
今日、私たちが自然や人間の創造物の中にわずかに見る
ことのできる美を、はるかに超えた言葉では尽くし難い
美に満ちた世界であり、まさに真・善・美が完全に調和
した世界となるのである。
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夜の時代にあっても、美は人間の精神生活を導くうえで
極めて重要な役割を果たしてきた。人は生活の中に美を求
め、それによって精神を高めてきたのである。しかし、地
上天国においては、美は生活のあらゆる面に行きわたり、
社会全体を包むようになる。そして、美によって育まれる
清らかな心や豊かな情操は、さらに大きく育ち、すべての
人々の生活に広がっていくのである。また、人間と自然と
は再び完全な調和を取り戻す。都市は美しく快適な生活の
場となり、街並みもまた、人間の営みと自然、さらには霊
と体とが見事に調和した姿となる。夜の時代に生み出され
た優れた芸術や文学の名作も大切に受け継がれ、それらを
基礎として、さらに数多くの新しい芸術作品が生み出され、
人々の生活は豊かな美に満たされるようになるのである。

悪の追放
神様の審判を契機として、人々の魂は自然に救いへの道

を歩むようになる。こうして築かれる地上天国には、戦争
も、貧困も、病気もほとんどなくなる。当初はなお多少の
曇りが残る人もあるが、その魂は十分に清められているた
め、残された悪も人を支配することはできない。そして、
悪が次第に姿を消していくのに伴って、人々は神様に一層
近づき、その御心にかなう生き方へとますます進んでいく
のである。
すべての人は、心身ともに真に健康となり、それぞれに

与えられた生命を十分に生かして生きるようになる。
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健康は、神様から与えられた大きな恵みである。なぜな
ら、人は健康であることによって、その力のすべてを神
様から与えられた使命のために尽くすことができるから
である。そして、その使命を十分に果たした人は、人生
を全うし、喜びと満足のうちに安らかな最期を迎えるの
である。
人は死を迎えると、肉体はその働きを終え、霊と体と

は分かれる。しかし、魂は霊界において浄化を受けなが
ら、さらに向上していく。この意味において、死とは魂
が救いへの歩みを続けるための新たな出発である。すで
に高い霊格に達した魂は、死後ただちに高い霊界へ進む
ことができるが、地上天国の初期においては、そのよう
な魂はまだ多くはない。多くの魂は、天国の入口ともい
うべき霊界において、神様への理解と信仰をさらに深め
ながら、より高い霊界へと向上していくのである。やが
て地上天国が大きく進展し、人類全体の霊性が著しく向
上するとき、すべての魂は救われ、神様の御心にかなう
存在へと成長していくのである。
しかし、地上天国がそのような完成の域に達するまで

には、なお相当の年月を要する。その過程において、互
いに深く関わる二つの大きな変化が現れる。その一つは、
浄霊を必要とすることが次第に少なくなり、やがては祈
りだけで十分になることである。もう一つは、人々が精
神の向上を第一とするようになり、その精神生活がます
ます深まり、神様に対する心のあり方が一段と高められ
ていくことである。

祈りと精神の向上
まず第一に、今日の浄霊は、夜の時代に由来するさまざ
まな苦しみを癒すための神様のお働きである。
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神様の審判の後においても、霊体に残る曇りを浄化する
ために、なお浄霊は必要である。しかし、そのとき神様
の御光は、現在とは比べものにならないほど強くなって
いる。そのため、人々が何らかの苦しみに遭遇しても、
浄霊によって速やかに、しかも容易に救われるようにな
る。さらに、人々は神様の御心に背くことがほとんどな
くなり、その霊体も初めからはるかに清くなっている。
したがって、今日のような複雑で恐ろしい病気は姿を消
し、やがて浄霊は病を癒すための働きを終えるようにな
るのである。
その時代には、祈りだけであらゆる問題は解決される。

祈りとは神様と心を通わせることであり、地上天国にお
いては、人々の神様への信仰と理解が著しく深まり、そ
の思いが神様の御心にかなうものとなるため、神様のお
働きは直ちに、しかも明らかに現れるようになる。
今日も昔も、人間には何を思うかという自由が与えら

れている。神様とその創造された大宇宙に心を向けるこ
ともできれば、小さな欲望や不平不満、あるいは悪念で
心を満たすこともできる。人は自由に考え、願い、感じ
ることができる。しかし、その一つ一つの思いは、その
まま霊界に映し出される。そして、その思いが霊界に乱
れを生じさせるならば、やがてそれは物質界にも現れて
くる。このように、国家と国家との戦争も、人と人との
争いも、その他あらゆる争いも、その根源はすべて人の
心にあるのである。
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それだけに、自らの思いと言葉、そして行いのすべてについ
て責任を負わなければならない。神様は私たちの心の動きを
一つ残らずご存じである。しかし、夜の時代においては、そ
れが悪い思いであっても、直ちにその報いをお与えになるこ
とはない。人は自ら蒔いた種の実を自ら刈り取り、その中で
悔い改めることを、神様は深い大愛をもって待っておられる
のである。しかし、昼の時代になると、人々は自ら進んで神
様の御心にかなう生き方を求め、それぞれに与えられた使命
を忠実に果たすようになる。そのため、何をなすべきかに迷
い苦しむことも少なくなる。もちろん、人間はなお完全では
ないから、過ちを犯すこともある。しかし、その思いや行い
が神様の御心にかなうものであるかどうかは、神様のお働き
によって直ちに示されるようになるのである。
さらに地上天国が進展するにつれて、人々の神様に対する

心のあり方は、日常生活のあらゆる面に、ますます深く表れ
るようになる。神様に近づいた魂どうしは、互いの心が自然
に通い合い、言葉を交わさなくても、その思いや心を理解し
合うことができるようになる。その頃には、人々は精神の向
上を生活の中心とするようになり、神様から鋭い霊的な感受
性を与えられる。その結果、神様の御心をより深く悟り、人
の心をも正しく理解することができるようになるのである。
その結果、神様の御心をより深く悟り、人の心をも正しく

理解することができるようになるのである。そして、その究
極の姿において、地上天国は一点の曇りもない、まさに水晶
世界となる。そこからは、あらゆる悪と憎しみは完全に姿を
消し、真・善・美に満ちた世界が実現する。人類はついに罪
や曇りから解放され、古来、人々が待ち望んできた理想の世
界に住むようになる。これこそ、神様の御心がそのまま現れ
た水晶世界なのである。
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第二部
浄霊の原理



第二部では、浄霊の霊的・宗教的意義から、その実践的な適
用へと論点が移される。岡田氏は、人がこの世において神か
ら与えられた使命を果たすためには、肉体と霊の双方におい
て最善の健康状態にあることが不可欠であると説いた。たと
え外見上は健康そのものであるように見えても、霊体に曇り
が存在する限り、その人は真に健康であるとはいえない。こ
の意味において、今日の私たちの多くは、体内に多くの曇り
を有しているため、一見健康であるように見えても、実際に
は擬健康の状態にあるのである。もし私たち一人ひとりの曇
りが際限なく蓄積し続けるならば、人間として正常に活動す
るために必要な生命力を失うばかりでなく、ついには生きる
力そのものを失い、人類は滅びることになるであろう。しか
し幸いにも、人間の身体には、本来、自らの機能を浄化し、
曇りを除去する能力が備わっている。岡田氏は、この働きを
浄化作用と呼んだ。私たちが日常経験する病気のさまざまな
症状は、不快で苦痛を伴うものであっても、その多くは浄化
作用が進行している徴候なのである。ところが人々は、この
浄化作用が本来有益な働きであることを理解していないため、
それらの症状を健康に有害なものと考え、一貫してこれを抑
えたり取り除いたりしようとしてきた。浄霊は、そのような
症状のみを抑えるのではなく、その原因である曇りを効果的
に砕き、これを消散させることによって、できる限り苦痛を
伴うことなく浄化作用を促進し、受ける人を最善の健康状態
へと導くものである。編集者としては、現代医学が霊的次元
をさらに取り入れ、その広大な知識体系の中に浄化作用の概
念と浄霊の方法を組み込むことによって、一層の発展を遂げ
ることを期待したい。〔編者〕
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３
医学の革命

健康の霊的意義

神様の御経綸は、人類を真・善・美に満ちた新しい世界
へと導いておられる。そこでは、善が生活の根本となり、
罪や迷いに支配されることなく、人々は神様の御心にか
なって生きるようになる。地上天国は、人類が真の平和と
幸福の生活へ踏み出す最初の段階であり、やがて霊界にお
ける一層高い向上へと続いていく。しかし、その世界に入
ることができるのは、神様の審判を経て、真に悔い改め、
神様の御赦しをいただいた人々である。その人々だけが、
地上天国建設の尊い事業に参加し、神様の御心にかなった
生活の喜びを味わうことができるのである。

真の健康
神様は、人間を御自身の御経綸を実現するための存在と

してお創りになった。人間の生命が尊いのは、この神聖な
使命を与えられているからである。
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神様にお仕えするためには、一人ひとりが自らの使命を自覚
し、神様から与えられた道を喜びをもって歩み続けなければ
ならない。そして、それぞれに与えられた使命を果たすため
に、自らの持てる力を余すことなく尽くすことが大切である。
その使命を全うするための根本条件は、心身ともに真の健康
であることである。人類が真の健康を得ない限り、真の文明
の実現は望むことができない。
しかし、今日の人類は真の健康とはほど遠く、多くの人々

が病によって、その使命を十分に果たすことができないでい
る。では、私のいう真の健康とは、どのようにして得られる
のであろうか。まず、人間を肉体だけの存在、あるいは身体
の各部分の寄せ集めとして考える見方を改めなければならな
い。人間は、見えざる霊と見ゆる体との二原素が結合した霊
体一致の存在である。したがって、身体の一部分に現れた異
常は、その部分だけの問題ではない。病気は体に現れた現象
であるが、その根原は霊にある。実際、人間に現れるさまざ
まな病気は、他のところにある原因が症状となって現れたも
のであることが、今日では次第に明らかになりつつある。こ
のことからも分かるように、現れた症状だけを治療したり、
病んだ局部だけを治そうとしたりしても、病気の根本を解決
することはできない。
また、病気を肉体の病気、精神の病気、あるいは心理の病

気というように分けて考えることも誤りである。すでに述べ
たように、人間には霊体と肉体とがあり、その形も構造も全
く同じで、生きている間は決して切り離されることはない。
肉体だけが目に見え、手で触れることができるにすぎない。
しかし、目に見ることも手で触れることもできない霊体もま
た、肉体と同じように曇りを生じる。そして、その霊体の曇
りこそが病気の根本となるのである。
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さらに、霊体の状態は、ある時期を経て肉体に現れてくる。
したがって、精神的な異常であれ、心の働きの異常であれ、
あるいは肉体に現れるあらゆる病気であれ、その根原は霊に
あるのである。ゆえに、病気を根本から完全に治すためには、
霊の働きを抜きにして考えることはできない。まず、人間は
霊体一致の存在であるという真理を認めなければならない。
この真理を理解するならば、肉体と霊体とを一体として浄め
る浄霊こそ、真に病気を治す根本の方法であることも、おの
ずから理解できるのである。

曇りと浄化作用
霊体に生じる曇りは、一部は心の曇りがそのまま霊体に現

れたものであるが、その大部分は、人間が神様の御心に背い
た生活を続けることによって生じるものである。その原因と
なる神様の法則には、万物本来のあるべき姿と、浄化作用の
法則とがある。霊体の曇りがある程度以上積み重なると、人
間の意志や判断力は鈍り、生命力も次第に衰えていく。その
結果、神様から与えられた使命を十分に果たすことができな
くなるのである。もし霊体の曇りが浄められることなく積み
重なっていけば、人間はやがて正常な働きを失い、生きる力
さえ保つことができなくなる。さらに、そのまま曇りが除か
れなければ、多くの人々がその働きを失い、ついには人類そ
のものの存続さえ危うくなるであろう。
しかし幸いにも、神様は人間に浄化作用という大きな恵み

を与えておられる。人間には、曇りが生じれば、それを自然
に浄めようとする働きが備わっているのである。
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浄化作用には、多くの場合、肉体の苦痛やさまざまな症状が
伴う。しかし、それは神様が人間にお与えになった大きな恵
みであり、霊体と肉体を浄め、神様から与えられた使命を果
たすことができるようにする働きなのである。したがって、
この浄化作用を人為的に抑えようとすることは、神様の御心
に背き、神の律法に反することになる。
人は、生まれながらにして両親から相当量の曇りを受け継

いでいる。しかし、それ以上に多くの曇りは、本来、人間が
口にすべきではないものを体内へ取り入れることによって新
たに生じるのである。それは、人間の生命に適しないもの、
あるいは自然に反するものである。このようなものを神の律
法に背いて体内へ取り入れると、霊体には曇りを生じ、その
曇りは肉体へ移写されて毒素となって現れる。私がいう毒素※
とは、このように霊体の曇りが肉体に現れたものであって、
一般医学でいう毒物や毒素とは全く性質を異にするものであ
る。

浄化作用
毒素は、霊体に曇りを生じた部分に対応する肉体の各部に

集積する。

※「毒素」という概念は、現在の科学によってその存在が実証されている
ものではなく、一つの仮説である。しかし、この概念を用いることによっ
て、霊的な浄化作用を肉体的な現象として理解しやすくなる。なお、「毒
素」は、極めて微細な物質として考えることもでき、また、遺伝子、組織、
あるいは身体の諸機能に生じた異常として理解することも可能である。
―編者
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霊の曇りが増せば、それに応じて肉体の毒素も増加する。
霊の曇りが濃くなれば、肉体の毒素も固結し、反対に霊の
曇りが浄められれば、肉体の毒素もまた溶解し、排泄され
る。浄化作用が始まると、肉体では毒素を体外へ排泄しよ
うとする働きが起こる。すなわち、霊に起こる浄化作用は、
肉体においては毒素の溶解と排泄という現象となって現れ
るのである。
このように、浄化作用は健康を増進する極めて大きな働

きであり、神様が人間にお与えになった最も大きな恵みの
一つであることを知らなければならない。なぜなら、霊の
曇りは、人間が神様から与えられた使命を果たす妨げとな
るからである。霊の曇りが浄められてこそ、人は真の健康
を得て、その使命を十分に果たすことができるのである。
今日では、ほとんどすべての人が霊に曇りをもち、肉体に
は毒素を抱えている。しかも、多くの人は霊の曇りや毒素
があまりにも多いため、本来備わっている浄化作用だけで
は十分にこれを浄めることができない。そのような人々は、
一見すると丈夫で健康そうに見えても、決して真の健康で
はない。生命力が衰えているため、浄化作用そのものが十
分に働かず、一時的に止まったような状態になっているの
である。
夜の時代が終わり、昼の時代へ移りゆくにつれて、霊界

から働く浄化の力はますます強くなる。その結果、人類は
皆、これまでにない強い浄化作用を受けるようになる。神
様は、この大きな浄化に備えさせるために浄霊をお与えに
なったのである。浄霊は、霊の曇りを浄め、肉体に積み重
なった毒素を取り除き、人間を真の健康へ導く神様の大き
な御恵みなのである。
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曇りと毒素

真の健康を得るためには、霊の曇りを浄めることが何よりも
大切である。したがって、肉体に備わっている浄化作用を人
為的に抑えてはならない。私たちは浄化作用の意味を正しく
理解し、それが心身の健康を増進する尊い働きであることを
知らなければならない。霊の曇りを浄め、新たな曇りを生じ
させないためには、曇りは目に見えない霊の世界に生じるも
のであり、その大部分は、人間が神の律法に背くことによっ
て生まれることを知らなければならない。浄化作用を抑える
こともまた、そのような行為の一つである。それは曇りの排
除を妨げるばかりでなく、かえって霊の曇りを増加させる結
果となるのである。
前にも述べたように、「浄化作用」とは、神様が人間にお

与えになった、霊の曇りを取り除く働き全体をいう。この浄
化作用が起こると、肉体には毒素を体外へ排泄しようとする
働きが現れ、その過程で、一般に病気と呼ばれているさまざ
まな症状が起こる。私たちは、そのような症状を単に病気と
して考えがちである。しかし実際には、それは肉体が毒素を
排泄しようとしている証なのである。このような肉体や精神
に現れる症状は、一般には健康を損なった徴候と受け取られ
ているが、実は健康が回復しつつある現れである場合が少な
くないのである。

薬毒
人類は古くから、植物・動物・鉱物などを用いて肉体の苦

痛を和らげる方法を覚えてきた。
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中国では神農が薬草を用いて病人を救ったと伝えられ、西
洋ではヒポクラテス以前から、世界各地の人々は、ある種
の物質が痛みや苦痛を一時的に和らげることを経験によっ
て知っていたのである。やがて、人々は薬草をはじめとす
るさまざまな薬が病気を治すものと考えるようになった。
しかし、それらには本来、人間が口にしたり身体に用いた
りするよう神様がお定めになったものではない物質が含ま
れていることには気付かなかったのである。
神様は人間をお造りになる以前に、人間が生きていくた

めに必要なものをすべてこの地上に備えられた。大地、海、
湖、川には生命を養う力を与え、太陽、月、星、大気、植
物、鉱物にも、それぞれ人間のためになる働きを与えられ
た。また、それぞれの土地には、人間の生命を養うために
十分な食物を備え、何を食べるべきか、何を避けるべきか
という神の律法を定められたのである。さらに神様は、人
間に味覚を与え、食物にはそれぞれ固有の味をお与えに
なった。そのため、人間は本来、身体に適したものと避け
るべきものとを自然に識別できるようになっていたのであ
る。
人間の身体は、必要な栄養を求めるときには自然に空腹

や渇きを覚え、その時々に必要な食物を欲するようにつく
られている。すなわち、生命を維持するために必要な無機
質、ビタミン、炭水化物、蛋白質、水分などを、自然に摂
るようになっているのである。ところが、人間は神様から
与えられた自由意思を誤って用い、食物本来の味や香り、
色合い、さらには栄養まで、人為によって変えてしまった。
そのように人為を加えた食物を口にすることによって、人
間は本来備わっている自然な食欲や味覚を惑わされるよう
になってしまったのである。
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本来、人間に適した食物は、十分に消化・吸収され、身体
の栄養となる。しかし、本来人間が口にすべきでないもの
や、人為によって本来の姿を変えられたものは、十分に消
化・吸収されず、体内から完全に排泄されることもない。
このようなものを口にすることは、神の律法に背く行為で
あるため、霊には曇りを生じ、その曇りは肉体に移写され
て毒素となるのである。とくに薬には、人体に同化されな
い強い成分が含まれているため、それらは体内に残留し、
心身を汚染する原因となる。
今日の医学は、とくに外傷や慢性疾患の治療において著

しい進歩を遂げてきた。外科手術の発達や抗生物質の発見
などは、その代表的な成果である。しかしその一方で、自
然の治癒力を尊び、食物や生活環境を健康の基本と考えた
ヒポクラテスの教えからは、次第に遠ざかってしまった。
近代医学の根本思想は数世紀前に築かれ、それ以来、人体
に同化されない物質を病気の治療に用いることを発達させ
てきた。その結果、今日の医学は、肉体の苦痛を軽減し、
あるいは取り除くための高度に体系化された技術となった
が、体内の毒素を減らすどころか、かえってそれを増やす
結果となることが少なくないのである。

浄化作用
このような理由によって、今日の人類は、薬による毒素

を体内にもたない人はほとんどいないといってよい。しか
も私たちは、薬を用いても直ちに激しい副作用や異常が現
れなければ、その薬は害がないものと思い込みがちである。
そして、その薬が真に病気を治したかどうかにかかわらず、
安全なものと考えてしまうのである。
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しかし、そのような薬に含まれる成分から生じた毒素は、
長い年月にわたって体内に残留する。そして、その毒素は
いずれ必ず排泄されなければならない。もし毒素が体内に
際限なく蓄積していけば、生命力は次第に衰え、やがて人
間は正常な働きを営むことができなくなってしまうのであ
る。
今日では、多くの医学者も、食物や生活環境によって自

然治癒力が発揮されることの重要性は認めるようになって
いる。しかし、毒素とは何か、その働きが病気とどのよう
に関わるか、さらに霊の曇りとの関係にまで目を向けて研
究した者はほとんどない。毒素にはさまざまな形があり、
その現れ方や働きも、人それぞれの体質や遺伝、さらには
心身の状態によって異なる。あるものは血液やリンパ液の
中に混じって全身を巡り、またあるものは、浄化作用が起
こるまで一時これを中和し保存しようとするため、身体の
一部に固結となって現れる。さらに、毒素の中には極めて
微細で捉え難いものもあり、身体の各部を自由に移動する
ものもある。霊の曇りが浄められると、それに応じて毒素
も溶解し、痰、鼻汁、汗、膿、粘液、出血など、さまざま
な排泄物となって体外へ排泄されるのである。
毒素が大量に蓄積すると、血液を汚濁させるだけでなく、

内臓を圧迫し、毒素が集積した部分の組織を損ない、身体
全体の生命力を低下させるのである※。

※毒素は、やがて細胞の核の奥深くまで入り込み、遺伝子に変化を
及ぼすのではないかと考えられている。すなわち、毒素の影響は、
人間の細胞を構成する極めて微細な物質のレベルにまで及んでいる
可能性がある、というのが編集者の見解である。
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生命力が低下すると、毒素を排泄する力も弱くなる※。その
ような状態では、毒素は組織の中にとどまり、年月を経るに
つれて、ますます蓄積し、固結していく。しかし、毒素はい
つまでも体内にとどまることはできない。やがて必ず排泄さ
れるのであるが、その量が多ければ多いほど、浄化作用は激
しくなり、その現れ方も複雑で重いものとなる。
浄化作用は、霊には曇りがあり、肉体には毒素が存在する

ときに起こる。さらに、この働きが始まるためには、それを
促すだけの生命力、すなわち身体に備わった浄化の力が必要
である。しかし実際には、浄化作用を引き起こすきっかけと
なる要因は数多く存在する。たとえば、気候の変化、大気や
水の汚染、公衆衛生の悪化、過度の日光などの環境条件、細
菌やウイルス、食中毒、外傷や火傷、アレルギー、過労や過
度の労働、精神的な疲労などが、その契機となることがある。
そして、それらの要因によって浄化作用がどの程度強く現れ
るか、どの部位に現れるか、またどのような症状として現れ
るかは、体内に蓄積している毒素の性質、種類、量、存在す
る部位、さらには蓄積してからの年月によって異なるのであ
る。

薬毒の蓄積
毒素は、そのもととなる霊の曇りの状態によって異なるだけ
でなく、人間が口にする本来食すべきでない食物や薬、人為
的に作られた化学物質、その他の異物の種類や量によっても、
その性質が異なるのである。

※一般に、若い人や農村に暮らす人々、また工業化の進んでいない
国々の人々は、高齢者や都市生活者、工業化の進んだ社会に暮らす
人々に比べて、毒素を排泄する力が比較的強いと考えられている。
反対に、後者の人々は体内により多くの毒素を蓄積している傾向が
ある。――編者注
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私たちの心身の状態もまた、毒素の生成や蓄積に大きく関
わっている。本来食すべきでない食物や、その組み合わせ
によっては、神様がお与えになった完全な身体であっても、
十分に消化・吸収することはできない。また、本来身体に
適した食物であっても、精神的あるいは肉体的に疲労して
いるときには、十分に消化・吸収されないことがある。病
人が長期間不自然な生活を続けることや、運動不足、心を
乱す出来事、食事中に心の安らぎを失うような事柄なども、
心身に負担を与え、正常な消化・吸収を妨げる原因となる。
要するに、どのような理由であれ、十分に消化・吸収さ

れなかったものは毒素となり、通常の排泄作用だけでは体
外へ出し切ることができない。そのため、毒素は体内に蓄
積され、ある時期がくると、何らかのきっかけによって浄
化作用が起こり、体内に蓄積した毒素を排泄しようとする
のである。その時、人は病気と呼ばれているさまざまな苦
痛や不快な症状を経験する。ところが、その症状を抑えよ
うとして薬やその他の異物を用いると、新たな薬毒を体内
に加えることになってしまう。こうして薬毒は年を追い、
また世代を重ねるごとに増え続け、人間の健康を損ない、
神様から与えられた使命を果たすことを妨げるようになる
のである。
さらに、薬毒の種類や性質、そして日常生活や仕事のあ

り方によって、毒素が身体のどの部位に集まり固結するか
が決まり、それによって浄化作用の際に現れる症状も、そ
れぞれ異なってくるのである。

97



例えば、心臓の後ろに薬毒が固結すると、そのために心臓
の働きに異常を生じやすくなる。また、胃の後ろに薬毒が
固まると、胃の病気を引き起こす原因となることが多い。
一般に、西洋薬の薬毒が浄化される場合には激しい苦痛を
伴うことが多く、これに対して漢方薬の薬毒が浄化される
場合には、苦痛は比較的軽いものの、浄化の期間は長くな
る傾向がある。

先天性薬毒と後天性薬毒
薬毒は、その由来によっていくつかに分類することがで

きるが、最も重要なのは、先天性薬毒と後天性薬毒の区別
である。先天性薬毒とは、父母から受け継ぐ薬毒であり、
それは何代にもわたり、時には数百年もの間、代々受け継
がれてきたものである※。これは、祖先が体内に取り入れ
た有害な物質が子孫へ伝えられたものである。これに対し
て、後天性薬毒とは、生まれた後に体内へ取り入れられた
不純物に由来する薬毒である。その代表的なものは各種の
薬剤であるが、このほかにも、肥料や農薬などの農業用化
学薬品、堆肥、人工的な食品添加物などによって汚染され
た食物も、後天性薬毒の原因となる。
肥料がいつ頃から用いられるようになったかは明らかで

はない。植物の栽培そのものが有史以前に始まっているた
めである。しかし、肥料を用いた農業の歴史が、きわめて
古いことは確かである。

※おそらく、それらは霊体の曇りとしてだけでなく、遺伝的情報として
も受け継がれるのであろう。――編者
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多くの農耕社会では、化学肥料が用いられる以前から何らか
の肥料が使われてきた。しかし、有機質であれ化学物質であ
れ、本来そこに存在しないものを食用植物に施すことは、生
命や自然を支配する霊的法則に反することである。薬と同じ
ように、肥料も必ず不純物を残し、それが次第に蓄積して土
壌を汚染する。肥料や農薬を施した作物では、実を結ぶ頃に
は植物体内の不純物はいくらか減少するものの、決して完全
に消えることはなく、その結果、土壌本来の豊かな生命力も
失われていくのである。
肥料を用いないことは比較的容易である。私が自然農法※と

呼ぶ方法によれば、肥料や農業用化学薬品を一切用いなくて
も、純粋で自然のままの農産物を収穫することができる。し
かし、薬を用いる習慣をなくすことは、はるかに困難である。
薬は長い人類の歴史の中で極めて大きな位置を占めてきたか
らであり、この点については後に詳しく述べる。そのような
今日、多くの人々は体内に薬毒を蓄積している。そこに希望
の光をもたらすものが浄霊である。浄霊は、人々が生活のあ
り方を改め、従来の健康観を見直すための道を開くものであ
る。しかし、霊体の曇りは、神様への信仰なくして真に浄め
られることはない。そして、完全な健康と真の幸福に至る道
は、悔い改めの実践以外にはないのである。

浄化作用

それでは次に、浄化作用が物質界においてどのように現れる
かについて説明しよう。

※日本語の「自然農法（しぜんのうほう）」は“natural farming”とも訳
し得るが、有機農業と区別するため、本書では「nature farming」と訳
した。――編者
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浄化作用とは本来、霊体の曇りが取り除かれる霊的現象
であるが、同時に肉体においては薬毒が排出される現象を
伴う。すなわち、霊体における曇りが物質界では薬毒とし
て現れるのと同様に、浄化作用は肉体面においては排毒現
象として反映されるのである。

初期の浄化作用
薬毒は身体の各部に蓄積し、時間の経過とともに固結し、

やがて浄化作用が起こる時期を迎える。薬毒が固結したま
まの状態では、血液の流れを妨げ、周辺の臓器の正常な働
きを阻害する。首や肩の凝り、頭の重さ、視力や聴力・嗅
覚の低下、心臓・肝臓・腎臓など諸器官の機能障害は、そ
れぞれ該当する部位に薬毒の固結があることを示している。
これらの状態は人間の意志力や活動力を低下させ、人とし
ての使命を十分に果たすことを困難にする。
今日の人類の多くは体内に大量の薬毒を抱えているため、

健康を維持するには時折、軽い浄化作用が不可欠である。
それは一時的には苦痛を伴うが、この自己浄化作用がなけ
れば、私たちは次第に霊体の曇りと薬毒に満たされ、生き
る力そのものが衰え、ついには一人また一人と生命を失う
ことになるのである。
多くの人が経験する排毒現象に伴う不快な症状は、すで

に広く知られているものである。
しかし、その本来の意味、すなわち血液が清浄化され、体
内の薬毒が溶解し排出されている過程であることを理解し
ている人は少ない。
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発熱は、固結した薬毒の排出において、極めて重要な役
割を果たすものである。霊体における曇りを浄化するた
めには、霊界より発する浄化エネルギーを要するが、こ
れが物質界においては薬毒を溶解する熱として現れるの
であって、すなわち発熱そのものがその作用にほかなら
ないのである。
軽度の浄化作用においては、溶解された薬毒の一部は

直ちに肺へと移行する。それが水分を多く含み比較的希
薄な場合には、痰とともに、あるいは寝汗・尿などに混
じって容易に排出される。しかし粘度の高い薬毒の場合
には、しばらくその部位に滞留し、主として咳の作用に
よって気管を通じて排出され、さらに鼻汁や下痢として
排出されることもある。頭痛、咽喉の痛み、中耳炎、リ
ンパ腺の炎症、関節痛、あるいは鼠蹊部リンパ腺の疼痛
などは、いずれも初期浄化作用においてしばしば見られ
る排毒現象の特徴である。
これらの症状を、身体の自然にして合理的な自己浄化

作用の現れとして理解するならば、それは単なる不運と
は本質的に異なるものであることが理解されるであろう。
この際、症状を抑圧することなく自然に任せるならば、
初期浄化作用は滞りなく進行し、やがて回復へと向かう。
そして体内より多量の薬毒が排出された場合には、その
後の健康状態はむしろ以前よりも良好となるのである。
この段階の浄化作用を経過することにより、将来におい
てより激しい排毒現象の発生を未然に防止することがで
きるのである。
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浄化作用の阻害
しかしながら、人々の多くは、排毒現象が示す諸症状

を、それが浄化作用の現れであることを知らずに、でき
る限り抑え込もうとする。発熱に対しても恐怖心を抱き、
「平熱以上」とされる温度を下げようとするのである。
しかし、人工的に発熱を抑えることは、薬毒の溶解作用
を停止させ、その再固結を促す結果となる。その結果、
咳その他の排毒現象の諸症状はいったん軽減するが、そ
れは真の回復ではなく、しばしば表面的かつ一時的なも
のにすぎない。症状が消失したように見えても、これは
真に治癒したものではなく、むしろ浄化作用の阻害にほ
かならない。そのため浄化作用は完全に停止するのでは
なく、いったん潜伏し、後に再びより多量の薬毒を排出
しようとして再発するのである。このように排毒現象を
抑圧する方法は、病状を長引かせるばかりでなく、か
えって悪化させる場合もあり、また再発を繰り返し、そ
の症状はより激しく、より複雑なものとなることがある。
また、現代の多くの薬物には人体に吸収し得ない物質

が含まれており、それは本来神様が人体に必要とされた
ものではない。しかし人々はそれを広く用い、痛みや不
快を除去する最も有効な手段であると信じている。確か
にそれらは、発熱を抑え、また薬毒の溶解・排出を促す
細菌の働きを抑制するという意味では効果を示す。しか
しそれらは、薬毒そのもの、すなわち霊体における曇り
を取り除くためのものではない。むしろ薬物は、苦痛の
根源に到達することなく、浄化作用そのものを阻害する
働きを持つのである。
人工的な手段によって浄化作用が抑圧されるたびに、

既存の薬毒は再び固結し、さらに新たな薬毒が蓄積し、
やがて第二次的な浄化作用が必要となる。
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人間の生命力が充実している場合には、あたかも自然が
過去の負債の一括清算を要求するかのごとく、激しい浄
化作用が起こる。すなわち大量の薬毒を溶解し得る高熱
が発し、痰の増加、咳の激化、呼吸困難などを伴う状態
となるのである。このような激烈な浄化作用においても、
本来は浄霊の力のみによって経過を見守るべきであり、
必要量の薬毒が排出されれば、患者は自然に回復するも
のである。しかし現実には、各種の治療手段によって浄
化作用が中断されるため、症状はいったん軽減するもの
の、そのたびに薬毒はさらに増大し、抑圧は困難となっ
てゆく。その結果、より強力で即効性のある薬物が用い
られるようになり、病状が進行するにつれて、もはや弱
い薬では激しい痛苦や排毒現象を抑えることができなく
なるのである。

緩慢なる浄化作用
第二次的な浄化作用のもう一つの形態として、浄化能

力の限られた体質において進行する緩慢なる浄化作用が
ある。激烈な浄化作用の場合と同様に、通常は感染がそ
の契機となるが、それは必ず薬毒の存在を前提としてい
る。病原菌は薬毒なくしては生存も増殖も不可能であり、
薬毒は初期浄化作用の開始とともに溶解し、肺へと移行
し始めるのである。
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浄化作用が薬毒の排出を妨げることなくそのまま進行し、
薬毒が完全に排出されるならば、身体は正常状態に復する。
しかし人工的治療を施す場合には、肺へと向かう溶解した
薬毒の排出が妨げられる。その一部は体内で分泌される粘
液と結合し、痰となるが、この痰の排出が阻止されると、
薬毒は肺内に滞留し、次第に再び固結してゆくのである。
したがって、当該部位における細菌の増殖によって組織が
損傷を受けることのないよう、薬毒は必ず排出されなけれ
ばならない。
患者が軽度であるが持続的な発熱の段階に至ると、多く

の場合、一種または数種の薬剤が投与される。それらは少
量であっても病状を長引かせるが、実際には次第に増量さ
れる傾向がある。このような治療は患者の生命力を著しく
減退させ、健全な身体であっても次第に弱体化し、身体の
自己浄化能力を大きく低下させる。その結果、発熱は消失
し、咳も止まり、痰の排出も見られなくなる。これにより
人々は回復したものと誤認し、喜ぶのであるが、実際には
身体は浄化作用以前の状態へと後退しているにすぎない。
さらに悪いことには、その時点で薬毒はより多く蓄積され、
身体の生命力は一層消耗している。病状は一時的に潜伏状
態となるが、それは治癒とは程遠いものである。その後、
何らかの刺激が加わると、再び固結していた薬毒が溶解し
始め、排出経路へ向かうことによって、症状が突発的に再
発することがある。あるいは以前よりもさらに複雑な症状
として現れる場合もあるのである。
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激烈な浄化作用および緩慢なる浄化作用はいずれも万人に
共通して見られる現象であり、初期浄化作用の諸症状を人
工的治療によって抑圧する限り、今後も引き続き発生する
ものである。同様に、第二次的浄化作用に対しても、激
烈・緩慢の別なく強力な薬物をもってこれを抑圧すること
は、かえって新たな種々の恐るべき疾病を生み出す結果と
なっており、そこに浄化作用本来の恵みを見ることはでき
ないのである。
医療は発熱を抑制し、痛みその他の症状を緩和する作用

を持つが、それは同時に浄化作用そのものを遅延させる働
きをも有している。真の治癒とは薬毒の根本的排除にほか
ならず、それは身体を浄化し、病的条件そのものを除去す
ることによってのみ達成されるのである。浄霊は霊体にお
ける霊体の曇りを浄化する力を伝達し、それによって薬毒
を溶解し、身体に無理な苦痛を与えることなく、その排出
を助けるものである。

医学の革新

近年における医学および薬学をはじめとする各種科学分
野の顕著な進歩は、疾病の本質に対する理解をますます深
めることを可能にしている。まことに、神様の御経綸その
ものの一端は、科学の進歩の中にも顕れているのである。

病の認識
現代医学および医療技術の進歩は、医療従事者が疾病の

過程を研究するための手段を拡大し続けているのである。
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適切に応用されるならば、こうして得られた知識は、
薬毒の性質、患者の体力、その他諸条件に応じて浄化
作用を的確に運用する上で、実質的に医療の助けとな
るものである。そのために不可欠なのは、疾病に対す
る新たな認識である。すなわち、病を単なる敵対的現
象として捉える従来の見方を改め、身体に長期間蓄積
された薬毒の存在に起因する浄化作用の現れとして理
解することである。そして医師の技能・忍耐・理解力
は、いかにして薬毒を蓄積させない生活を指導するか、
また既に蓄積した薬毒あるいは先天的に受け継いだ薬
毒をいかにして排出させるかという方向に向けられな
ければならないのである。
医学は古来より、各種の病的症状を緩和する方法の

発達に大きな成果を挙げてきた。特に抗生物質や高度
に精密化された外科的技術は、従来不治とされていた
多くの疾病に適用され、しばしば瀕死の患者を救って
きたのである。また予防医学も、疫病の克服において
重要な役割を果たしてきた。しかしながら、病状の緩
和におけるこれらの成功は、かえって疾病の霊的側面、
特に浄化作用という本質的意義を見失わせる傾向を生
じさせている。したがって、医学を支える基本的前提
そのものが再検討され、より広い視野に立って再構築
される必要があるのである。
まず第一に、医療関係者は、浄化作用を抑圧するこ

とが危険であり、しかもその危険性は今後ますます増
大するという事実を理解しなければならない。それは
単に薬毒の排出を妨げるのみならず、むしろ体内にお
ける薬毒の増大を招く結果となるのである。
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薬草・薬物・手術※・鍼灸※※その他の抑圧的手段によって排
出が妨げられた薬毒は、後に身体がそれを排出しようとする
際、長年を経てより激しい排毒現象として現れることがある。
同様に、免疫を獲得させる目的で用いられるワクチンもまた、
浄化作用を抑制する働きを有している。これらの予防的医療
手段は、少量であっても特定の感染症に対する抵抗力を与え
る点においては一定の効果を示すが、その本質は薬毒の滞留
を固定化することにあり、長期的には人工的に浄化作用を阻
害し、後年においてはより激しい排毒現象を引き起こすのみ
ならず、さらにそれが子孫にまで影響する場合があるのであ
る。
また現代医学は、細菌・ウイルスを感染症の直接原因とす

る理論を採用しているが、これらは排毒現象の開始に際して
重要な役割を果たすものである。しかしワクチンや薬物は、
これら微生物を死滅させ、あるいはその活動を抑制すること
によって、身体の排毒能力を弱め、浄化作用そのものを抑圧
する結果となる。もしこのような抑圧が繰り返され、体内に
薬毒が蓄積し続けるならば、やがてその量は生命そのものを
危うくし、さらにその影響は数世代にわたり子孫の健康に及
ぶこともあり得るのである。このような悪循環を断ち切る方
法が存在しない限り、人類は遅かれ早かれ存続の危機に至る
ことになるであろう。

※扁桃腺の外科的切除は、例えば上半身に蓄積された薬毒の排出を阻
害することが多い。また虫垂の摘出も必ずしも好ましいものではなく、
これは下半身における薬毒の排出において重要な役割を担っているた
めである。

※※鍼治療は古来より行われている療法であるが、これは針を刺した
部位において薬毒を一時的に固結させることにより、痛みを緩和する
作用を有するものである。――著者注
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擬健康
現代医学は、比較的少量の薬剤を用いるだけでも、浄化

を効果的に抑えるさまざまな方法を発達させてきた。しか
も、新しい薬剤は次々と開発され、そのたびに症状を抑え
る効果は高まり、浄化の発生を遅らせる働きもますます強
くなっている。こうした医学の進歩は、とりわけ文明の進
んだ国々において平均寿命の延長※に大きく寄与してきた
ように見える。これらの国々の人々は、医療を受ける機会
に恵まれているだけでなく、肥料を用いて栽培された農産
物や人工的に加工された食品などを多く摂取している。そ
の結果、体内には薬毒がますます蓄積し、固結するととも
に生命力は次第に弱められてゆく。しかし、そのために浄
化が容易に発生しなくなるので、一見すると長生きしてい
るように見えるのである。
近年では、高齢になっても健康で活動的な生活を送って

いるように見える人が以前よりはるかに多くなった。しか
し、どれほど薬剤が進歩しても、病気の脅威そのものを取
り除くことはできない。一つの病気が克服されたように見
えると、今度はさらに複雑で新しい病気が次々と現れてく
る。これは、浄化の症状を抑えることばかりに力を注いで
きた当然の結果である。実際、今日の人類は、ほとんど例
外なく、多量の薬毒を体内に蓄積した擬健康の状態にある
のである。

※平均寿命の延長には、乳幼児死亡率の著しい低下も重要な要因と
なっている。これは主として衛生環境の改善や生活水準の向上によ
るものである。また、死亡率には病気だけでなく、戦争や飢餓も大
きく影響していることを付記しておきたい。――編者
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一見健康に見える人が存在するのは、体内に過剰な薬毒が蓄
積して生命力が著しく低下しているため、あるいは現代の強
力な薬剤によって薬毒が強く固結させられ、本来起こるべき
浄化が容易に発生しなくなっているためである。
体内に薬毒は存在していても、まだ浄化が発生していない

状態を、私たちは擬健康という。外見上はまったく健康に見
えるからである。これに対して、霊体の曇りも薬毒もまった
く存在しないために病気が起こらない状態だけが、真健康で
ある。しかし、そのような真健康の人はきわめて稀であり、
実際にはほとんど存在しないと言ってよい。もし人間が霊体
の曇りも薬毒もまったく持たないならば、百二十年の天寿を
健やかに全うすることができるのである。ところが現実には、
多くの人は病気によって天寿を全うすることなく、その使命
を十分に果たさないまま一生を終えている。
私たちは皆、霊体の曇りと薬毒を体内に抱えているため、

擬健康の状態にあり、程度の差こそあれ、何らかの症状を
持っている。ある人は頭痛や肩こり程度で済むが、またある
人は少し身体を動かしただけで息切れや発熱を起こす。風邪
をひきやすい人もあれば、ある種の食物に敏感で腹痛や下痢
を起こす人もいる。このように、自分の身体に十分な自信を
持てない人は少なくなく、多くの人が漠然とした不安を抱え
ながら生活している。浄化は、一見健康に見える人にも、何
時突発的に発生するか分からない。そのため、人々は健康そ
うに見えても、「いつ病気になるのではないか」という不安
から免れることができないのである。

真性
これまで夜の世界においては、霊界から発せられる浄化力

は比較的弱かった。
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そのため、浄化を抑える医学的方法も、将来に大きな弊害を
残すにもかかわらず、相当の効果を示してきたのである。し
かし、昼の世界への移行期に入った現在では、霊界から発せ
られる浄化力はますます強くなりつつある。その結果、一方
では浄化の発生はますます激しくなり、その回数も増え、そ
れを抑えるためには一層強力な薬剤が必要となる。他方、患
者の霊体に浄化力を伝える方法である浄霊は、時代の進展と
ともに、その効果をますます発揮するようになるのである。
これから昼の世界が近づき、霊界がますます明るくなるに

つれて、浄化を抑える治療法は次第に通用しなくなる。人々
は擬健康を保つことさえ極めて困難となり、誰もがこれまで
にない激しい浄化を避けることができなくなるのである。そ
のような激しい浄化を抑えるには、きわめて強力な薬剤や治
療法に頼るほかなくなるが、たとえ最新の医学をもってして
も十分な効果は期待できず、仮に効果があったとしても、そ
れは生命を危険にさらす代償を伴うことになろう。しかも、
このような人工的な抑圧を続けるほど健康はますます損なわ
れ、不治・難病が社会に広く蔓延するという悲惨な結果を招
くのである。もはや人類は、浄化を抑える治療法を捨て、真
健康へ導く真の方法に立ち返らなければならない。それ以外
に、人類が救われる道はないのである。
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人類は、太古の祖先が行っていた呪術的・宗教的な治
療法にはじまり、病気と闘うためにさまざまな方法を生
み出してきた。今日の近代医学は、古代以来発達してき
た科学的医学の到達点であり、人間の生命や身体につい
て築き上げられた膨大な知識体系の頂点に立つものであ
る。
しかし、その一方で、かつて世界各地に広く行われて

いた霊的な治療法は、近代医学の発達によって次第にそ
の影を薄め、文明の片隅へ追いやられてしまった。また、
多くの信仰による治療法は迷信として退けられてきた。
確かに、その中には退けられて当然のものも少なくな
かった。しかし、それによって医学における霊的な原理
までも否定され、すべて排除されるべきものではない。
いずれ医学は、自らの限界を認め、科学的な知識の上に
霊的な原理を加えることによって、初めて完全なものと
なるのである。
科学的立場と霊的立場とが一致したとき、医学はさら

に高い真理の段階へ進むことができる。浄霊と、それを
支える浄化の原理こそ、その一致を実現するものである。
浄霊は近代医学に代わるものではない。むしろ、近代医
学に欠けている根本的な部分を補い、それを完成へ導く
ものである。医学が浄化の原理をその学理に取り入れ、
さらに浄霊を治療の方法として認めるようになれば、霊
体の曇りと薬毒を取り除き、人間を擬健康から真健康へ
導く真の医学となるのである。
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４
自然力

浄霊

万物の中で、人間だけが、この世界において神様の御心を
実現するという特別な使命を与えられている。しかも、人間
の生命も存在もすべて神様の御力によって支えられているの
で、神様の御守護なくしては、その使命を果たすことはでき
ない。神様は、人間が健康で苦しみのない幸福な生活を送り、
与えられた使命を全うすることを願っておられる。しかし、
健康や幸福、そして使命を全うすることは、人間の力だけで
は成し遂げられるものではない。生命や健康の問題は、肉体
だけの立場から考えても、その真の解決を得ることはできな
い。人間の健康や幸福は、肉体や精神だけによって決まるも
のではなく、その根本である霊体の状態によって左右される
からである。したがって、生命や健康の問題は、肉体面だけ
でなく霊的な面をも含めて考えなければ、その真相を理解す
ることはできないのである。

二つの道
すでに述べたように、神の律法に背く行いによって、霊体

には曇りが生じる。その曇りは、現界においては肉体の毒素
となって現れる。こうして肉体に毒素が一定量以上蓄積する
と、霊体の曇りを解消するために浄化作用が起こり、それに
伴って肉体は浄化するのである。
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もし曇りがあらゆる病苦の根本原因であるならば、私たちは
霊体の曇りを一日も早く取り除くよう努めるとともに、その
原因となるものを絶たなければならない。すでに述べたよう
に、人間は両親から先天性毒素を受け継いで生まれてくる。
また、後天性毒素の原因となるものも数多く存在する。自然
に反する食物や肥料を施した農産物をはじめ、薬品や化学物
質などがそれである。本来、人間は神様がお与えになった自
然の食物以外のものを体内に取り入れるべきではない。しか
し、現代の生活において、それらを完全に避けることは極め
て困難である。知らず知らずのうちに、自然に反するさまざ
まな物質を取り入れながら生活しているのが現状だからであ
る。しかも、たとえ外から新たな毒素が入ることを防ぐこと
ができたとしても、生まれて以来肉体に蓄積した毒素や、幾
代にもわたって祖先から受け継いできた先天性毒素は、なお
体内に残されたままである。
では、この曇りと毒素を取り除き、肉体を浄めるにはどう

すればよいのであろうか。その一つの道は、浄化作用を自然
のままに任せることである。浄化作用の真の意義を理解し、
その働きを妨げず自然に経過させることが、曇りと毒素から
解放される第一歩となる。しかし、現代人のほとんどは、霊
体にも肉体にも極めて多くの曇りと毒素を抱えている。その
ため、それらを相当程度まで浄めるだけでも、長い年月にわ
たって浄化作用を繰り返さなければならないのである。
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しかし、肉体を完全に浄めることは、一生を費やしてもなお
容易ではない。その間にも、人は次々と浄化を繰り返し、そ
のため神様から与えられた使命を十分に果たすことができな
くなる。中には長年病床に伏す者もあり、あるいは生命を失
う者もある。したがって、ただ浄化作用を自然のままに任せ
るだけでは、現実には十分な方法とはいえない。また、それ
だけでは真健康に到達する保証もないのである。
もう一つの道は、信仰による方法である。篤い信仰をもち、

絶えず神様に祈り、その御心にかなった生活を続ける人は、
神様の御守護によって魂の曇りを解消することができ、それ
に伴って霊体の曇りも次第に少なくなっていく。しかし、た
とえ魂が清められたとしても、肉体に多くの毒素が残ってい
る限り、なお浄化作用は繰り返し起こる。もし、その苦痛に
耐え切れなければ、人は再び薬や治療に頼り、その結果、か
えって新たな毒素を体内に蓄積することになりやすい。さら
に現実には、現代社会に生きる人々が、世俗のさまざまな誘
惑から離れ、ひたすら神様に仕える生活を長く続けることは、
決して容易なことではないのである。

神の光
前に述べた二つの方法は、それぞれに意義はあるが、現実

にはそのいずれも、大多数の人々にとって実行することは極
めて困難である。ここに重大な意義をもつのが浄霊である。
浄霊は、この問題を解決する第三の道であり、しかも最も理
想的な方法なのである。

115



前にも述べたように、浄霊は、夜の時代から昼の時代への転
換期に当たり、霊界の浄化力がますます強まるこの時代に、
神様が人類にお与えになった御業である。浄霊は、先に述べ
た二つの方法の特色を兼ね備えている。すなわち、人の信仰
を深めるとともに、だれでも実行できる治療法でもある。
さらに浄霊は、医学が目指す本来の目的にもよく適合する

ものであり、そこに霊的な面を加えることによって、医学に
全く新しい境地を開くものである。簡単にいえば、浄霊とは、
施術者の掌を通して神の光を人体に伝える方法である。ここ
でいう神の光とは、霊界から発する浄化の力であって、霊体
の曇りを浄める働きをいうのである。

相互浄霊をさせて頂いているところ
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霊主体従の法則によって、霊体のある部分の曇りが浄め
られると、それに対応する肉体の毒素もまた溶解し、排
泄される。こうして曇りと毒素が取り除かれると、その
部分に存在していた細菌や病毒は、その寄りどころを
失って活動できなくなり、やがて体外へ排泄される。こ
のように浄霊は、浄化作用を円滑に進め、肉体を速やか
に浄めるのである。
浄霊を行うときは、まず浄霊する者も受ける者も、と

もに神様にお祈りをする。次に、受ける者と向かい合っ
て座り、その額に向かって掌をかざす。左右どちらの手
を用いてもよいが、両手を同時に用いてはならない。ま
た、手を相手の身体に触れる必要はなく、およそ一尺ほ
ど離してかざせばよい。手や腕には少しも力を入れては
ならない。浄霊する者自身の力で治そうとするのではな
く、神の光を取り次ぐのであるから、自らは神の光の取
次ぎとなり、一切を神様にお任せすることが肝要である。
ただひたすら相手の幸福を願う心をもって浄霊を行えば
よく、それ以上に特別な感情や意志を働かせる必要はな
い。ただ神の光が相手の肉体の奥深くまで貫き通るよう
に念じながら行えばよいのである。浄霊は、まず額から
行うのを原則とする。前が終れば、受ける者に後ろを向
いてもらい、背面から浄霊する。病人が身体を動かせな
い場合や、座ることができない場合には、その状況に応
じて適宜行えばよい。また、ほかに浄霊してくれる人が
いない場合には、自分自身に浄霊しても差し支えない。
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浄霊は、一回につき普通十分から三十分くらい行えばよい。
ただし、重病人や重傷者の場合には、必要に応じて十分ない
し三十分おきに、できるだけ長く続けて行うのがよい。そし
て、一回ごとに終ったら、必ず神様に感謝のお祈りをする。
以下、浄霊を行う上で参考となる点を挙げておく。しかし、

技術的なことよりも、浄霊する者の心構えの方がはるかに大
切である。浄霊する者が、誠をもって行うならば、その浄霊
は十分な効果を現す。反対に、技術ばかりに心を奪われるこ
とは、神様の御力を忘れることにもなる。いうまでもなく、
浄霊は善い目的のために行ってこそ、その力を発揮するので
ある。悪意や私欲のために行っても、何ら効果はない。

熱のある箇所
要するに浄霊は、霊体の曇りが厚く、しかも浄化が起って

いる箇所に行うのが最も効果的である。もっとも、その箇所
を正確に知ることは容易ではないが、経験を積めば、浄化が
起っている場所を見分けることができるようになる。最も分
かりやすいのは外傷である。この場合は、その患部へ直接浄
霊すればよい。頭痛の場合は、まず頭の前と後を浄霊し、次
いで首の周囲を行うのがよい。
一般に、固まった毒素が溶けつつある箇所には熱がある。

したがって、その熱のある箇所を浄霊するのが最も効果的で
ある。
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風邪の場合には、多くは首や肩の周囲に熱が出る。それは、
その部分に固結している毒素を溶かすために熱が発生する
からであり、その結果として咳や痰などの浄化が起るので
ある。
身体のこわばりや腫れは、その部分に毒素が固結してい

る徴候であることが多い。脳の病気では、首の左右や後頭
部のつけ根に毒素の固結がある場合が多いから、その箇所
を直接浄霊するのがよい。
病気によっては、身体の前よりも後を浄霊する方が効果

的な場合が少なくない。眼の病気、心臓病、胃病、腎臓病
などは、概してその例である。胃病の場合には、多くは肩
甲骨と背骨との間に熱のある箇所があるから、その箇所を
浄霊するのがよい。
神の光を取り次いで浄霊する場合、とくに注意すべき箇

所は、頭（頭頂・前・後）、首や肩の周囲、さらに腎臓部
の背面である。これらの箇所は毒素が最も固結しやすく、
そのため浄化が最も起りやすい場所だからである。
浄霊は、その時々の状態に応じて融通して行うことも大

切であるが、できるだけ礼を失しないように行うことが望
ましい。浄霊する者も受ける者も、互いに敬意をもって接
し、始めと終りには感謝のお祈りをする。また、やむを得
ない場合を除き、浄霊はできるだけ静かで清浄な場所で行
うことが望ましい。
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ここで、信者が身につけるお守りについて述べておき
たい。初めの頃、私は神様に御守護とお赦しをお願いし、
一人ひとりに「光」の文字を書いた紙を授けていた。こ
のお守りは、浄霊を受ける人々の幸福と御守護を願う祈
りを表したものであり、信仰の支えとなるものである。
これを身につけることによって、浄霊する者は一層安心
して浄霊を行うことができ、自らの信仰を形あるものと
して常に身近に感じることができる。また、神様にお祈
りするとき、自分一人ではなく、常に神様の御守護のも
とにあることを思い起こさせるものでもある。しかし、
真に信仰のある人にとっては、必ずしもお守りを身につ
けていなければならないというものではない。お守りが
あってもなくても、真実の信仰と誠のお祈りをもって行
うならば、だれでも浄霊を行うことができるのである。

栄養

前に述べたように、真の健康とは、霊体にも肉体にも
曇りや毒素がまったく存在しない状態である。すなわち、
霊肉ともに清まりきった人こそ真の健康人である。その
人は旺盛な生命力に満ちていながら、体内には何らの曇
りも毒素もないため、浄化する必要がない。したがって、
病原菌その他、浄化を促すようなあらゆる誘因の影響を
受けることもないのである。

食物と異物
もっとも、このような真の健康人は、夜の時代におい

ては、ほとんど到達することのできない境地である。
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しかも、それ自体が人生の目的ではない。真の健康人と
なることは、人がこの世において神様から与えられた使
命を果たすための手段なのである。真の健康人となるこ
とによって、人は神様から与えられた使命を十分に果た
し、魂の救いへの道を歩むことができる。そして、地上
天国建設の御業に参与することを許された人々は、やが
て霊肉ともに真の健康人となり、神様の御心にかなった
生活を送ることができるようになるのである。しかし、
私たちにも今からできることがある。より健康になろう
と努めること自体が、不完全ながら神様の御心に添おう
とする努力であり、その志を神様は必ずお認めくださる
のである。
人間は、その人の思うこと、行うこと、そして体内へ

取り入れるものによって成り立っている。これらすべて
において自然の法則に順応するほど、霊的にも肉体的に
も健康は増進する。反対に、その法則に背けば背くほど、
霊体には曇りが増していく。私たちは、意識するとしな
いとにかかわらず、生命と自然の法則に反する異物を体
内へ取り入れ続けている。そのような異物は人体で正常
に処理されることができず、それを取り入れるたびに霊
体には新たな曇りが生じるのである。
世界の大宗教はいずれも、それぞれ戒律や戒めを設け、

人が悪を行わないよう教えている。また、宗教によって
は飲食についても種々の禁忌を定め、それを今日まで守
り伝えてきた。しかし、それらの多くは健康上の実際的
な理由によるものではなく、宗教的あるいは歴史的事情
に基づくものである。
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ところが、何を食物とし、何を異物とすべきかという
明確な基準を持たなかったために、宗教は近代栄養学
の誤った考え方や、今日の人類に広まっている不自然
な食生活を十分に正すことができなかったのである。
食物と異物とを区別する基準は、根本的には二つあ

る。その一つは、神様がそのものを何のためにお造り
になったかということであり、もう一つは、神様がそ
のものにどのような用途をお与えになったかというこ
とである。神様は、あらゆるものを創造されるに当た
り、それぞれに明確な目的と役割を与えられた。天地
創造の際にも、その土地の気候・地質・自然環境に最
も適した植物や動物をお造りになり、その中の多くを
人間の食物として備えられた。さらに人間には、それ
らを採集し、耕作し、漁労し、狩猟し、調理する知恵
を授けられたのである。
しかし、人類が神様の御心に背いたことが、人類史

の重大な転換点となった。それ以来、人間は自然の法
則から次第に離れ、本来人間の食物ではないものまで
口にするようになった。薬草や鉱物を薬として用いる
ようになったことも、その代表的な例である。文明が
進歩するに従って、人間はますます自然の法則から逸
脱し、浄化の尊い働きを忘れ、異物の害にも無関心と
なった。その結果、今日では化学薬品・医薬品・人工
栄養剤・人工食品をはじめ、人間本来の食物ではない
さまざまな異物を、平然と体内へ取り入れるように
なってしまったのである。
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自然食
根本的には、人間は神様が人間の食物としてお定めに

なったものだけを食べるべきである。人体は、本来の食物
であれば、いかなるものであっても完全に消化し、吸収で
きるように造られている。したがって、真の食物である限
り、人体はそれを十分に消化し、自ら生命を維持するのに
必要なものへと造り変えることができるのである。ゆえに、
消化器官には本来の働きを十分にさせることが最もよく、
その働きが盛んであるほど、その機能はいよいよ健全とな
り、健康に必要なあらゆる要素を自ら生み出すようになる
のである。
ところが、本来人体が自ら造り出すことのできる栄養分

を、人工的に、しかも濃厚な形で補給する食生活は、不自
然であり、かえって有害である。このような人工栄養剤や
濃縮食品は、すでに加工されているため、体内へ容易に吸
収される。しかし、それを常用していると、人体本来の働
きは次第に衰え、ついにはその機能さえ失ってしまうので
ある。
長い目で見れば、人間は自然の欲するままに、自分の食

べたいものを食べるのが最もよい。人為的な栄養法や食事
法に無理に従う必要はない。しかし今日では、多くの食品
に添加物や保存料などが加えられ、本来の姿を失っている
ため、人間の自然な食欲そのものが惑わされてしまってい
る。その結果、本来人体に必要な成分が不足したり、均衡
を失ったりしている。そのような不自然な食品は、人体の
正常な代謝に必要な調和を欠いているため、体内に毒素を
生じさせる直接の原因ともなる。しかも、その味や刺激に
よって、人間は本来体が求めているものを見失ってしまう
のである。
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したがって、自分の食生活や日頃の健康状態をよく省みて、
その自然な食欲が失われていないかどうかを確かめることが
大切である。。
一般に、健康で活動力の盛んな人は、青菜類を主とする植

物性食品と肉類とをほぼ半々に食べるのがよい。病人や老人
は、植物性食品を七、八割とし、残りを動物性食品とするの
が望ましい。そして、人工的な食品や薬剤を一切用いず、自
然のままの食物を摂ることが、健康を維持する最もよい方法
である。とりわけ、新鮮な野菜、なかでも青葉の生野菜は、
生命力を養う上で極めて大切な食物である。
しかし、たとえ自然な食生活を実践し、一切の薬剤やビタ

ミン剤を用いなくなったとしても、穀物・野菜・肉・鶏肉・
魚などが真に純粋でない限り、異物が体内へ入ることを完全
に防ぐことはできない。今日の食物には、肥料・農薬・その
他の農業薬品をはじめ、食品添加物や保存料、さらには汚染
された土壌・空気・水などによる影響が及んでいるからであ
る。しかし、その根本を改める道がある。それが私の提唱す
る自然農法である。

自然農法

人体には、本来、生命を維持するために必要なものを自ら
生み出す働きが備わっているように、大地にもまた、人間を
養うに足る食物を生み出す力が備わっている。私は、この土
の本来もっている力を自然力と呼ぶ。自然力とは、光・熱・
水・窒素・微生物など、今日科学によって知られている諸要
素だけではなく、なお未知の物質や霊的要素をも含んだ総合
的な力なのである。
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土の力
自然農法とは、土のもつ本来の力を十分に発揮させることを
目的とした栽培法である。その原理はきわめて簡単である。
ある植物を、汚されていない土地に栽培すれば、その土は、
その植物の生育に最も適した性質を次第に備えるようになる。
ちょうど、曇りや毒素のない人体が旺盛な生命力に満ちてい
るように、異物によって汚されていない土もまた、植物を十
分に育てる力に満ちているのである。私は、この土の本来
もっている力を自然力と呼んでいる。
ところが、土へ本来あるべきでないものを加えることは、

自然の法則に反することである。肥料はもちろん、厩肥や堆
肥であっても、それを土へ施し続ければ、土は次第に自然力
を失ってしまう。※また植物も、肥料によって育てられるよう
になると、本来備わっている土の自然力を受ける働きを次第
に失い、ついには肥料がなければ生育も発育もできなくなっ
てしまう。
これは、現代人の姿と実によく似ている。今日の人間は、

ビタミン剤や栄養補助食品などを絶えず摂るため、人体本来
の消化機能や、生命を維持するに必要なものを自ら生み出す
働きが次第に衰え、ついにはその機能さえ失ってしまうので
ある。

※なお岡田氏は、寒冷地の水田では、地温を保つために刻んだ稲藁を土へ
混ぜること、また特別な場合には、畑の乾燥や土の固結を防ぐために、刈
草を土の上に敷いたり土へ混ぜたりすることは差し支えないと述べている。
ただし、藁や草は肥料として用いるのではなく、土が本来もっている力を
保ち、その自然力を十分に発揮させるための補助として用いるべきである。
――編者
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植物は、肥料やその他の農業薬品に頼るようになるほど、そ
れらの異物を多く吸収し、本来の力を失っていく。その結果、
風雨や病虫害に対する抵抗力はますます弱くなる。植物の病
害は、実は肥料などの異物を土や植物自身が排除しようとす
る浄化の現れである。しかし、その植物があまりにも衰弱し
てしまっている場合には、浄化によって再び力を回復するこ
とができず、ついには枯死するのである。しかも、その上に、
年ごとに強力な殺虫剤や農薬が用いられるようになり、それ
はもとの異物以上に有害な新たな異物を生み出す結果となっ
ている。
これに対して、自然農法によって栽培された穀類・野菜・

果実などの作物は、風雨や病虫害に対して極めて強い抵抗力
をもっている。その葉は肥料栽培のものより健全で締まり、
丈も低く、根は力強く深く土中へ伸びている。また、その実
はよく締まり、味も肥料栽培の作物よりはるかに優れている。
重い病気のため一般の食物を受け付けない人でも、自然農法
による作物はおいしく食べることができ、しかも生命力を大
いに養うのである。

小さな一歩
自然農法は、今日行われているいかなる栽培法よりも、品

質の優れた安定した収穫を得ることのできる農法である。し
かし、水田であれ畑であれ、自然農法へ切り替えた当初は、
これまで施されてきた肥料その他の異物が土中に残っている
ため、その土が本来もつ自然力の回復が妨げられる。そのた
め、土が本来の働きを取り戻すまでは、しばらく良い収穫が
得られないこともあるのである。
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自然農法を実践しようとする者が直面するもう一つの問
題は、異物に汚されていない純粋な種子や球根が極めて少
ないことである。健全な種子や球根は、健全な植物からし
か得ることはできない。肥料によって汚された土が自然力
を回復するまでに年月を要するように、種子や球根もまた、
その中にある異物が十分に浄化されるまでには、幾世代に
もわたる更新を重ねなければならない。したがって、自然
農法を実践する者は、最初の数年間、収穫が期待したほど
品質・収量ともに上がらなくても、それを乗り越える勇気
と忍耐を持たなければならない。しかし、その努力は、や
がて十分に報われることになるのである。
肥料で栽培された作物は、異物が人体へ入り込む最も大

きな原因の一つである。肥料や農業薬品によって育てられ
た作物は、本来神がその植物に与えられたものではない異
物を吸収しているため、純粋な食物とはいえない。そのよ
うなものを口にすることは、自然の法則に反することであ
り、その結果、霊体には曇りを生ずるのである。しかし、
自然農法による作物をできるだけ多く取り入れた正しい食
生活も、真の健康人へ近づくための一つの方法にすぎない。
薬剤・医薬品・化学薬品・人工的につくられた食品など

を摂り続ける限り、霊体の曇りは減少せず、まして完全に
なくなることはない。曇りは本来、霊的な汚れである以上、
それを根本から除く道は、浄化によるか、あるいは浄霊に
よって霊体の曇りを浄化する以外にはないのである。
自然農法の根本原理は、浄化や浄霊と根本において同じ

である。
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なぜなら、そのいずれも自然の法則にかなった道であり、一
見物質的な現象と思われるものも、その根本は霊的な世界に
あることを明らかにするものだからである。浄霊による治療
と自然農法とは、近代の医学や農学を支配してきた極端な唯
物的思想とは、まったく反対の立場に立つものである。もち
ろん、真理は霊だけでも物だけでもなく、霊と物とが一致し
たところにある。これからの医学は、人間に本来備わってい
る浄化の力を十分に生かすことによってこそ、現在の限界を
超え、真の医学へと発展することができる。また、これから
の農業も、土の自然力を十分に発揮させる道を見いださなけ
ればならない。そうでなければ、人類の健康はいつまでも危
険にさらされることになる。医学と農業の双方がこの道を歩
んでこそ、人間のために役立つ真の科学となり、人間に害を
及ぼす科学ではなくなるのである。

しかも、夜の時代から昼の時代への転換期にある今日、人
類のあらゆる分野は、その根本から見直されなければならな
い。霊界から発する浄化の力がますます強くなるにつれて、
人間の知識や認識だけでは限界があることが、次第に明らか
になってきた。したがって、社会科学・芸術・教育など、あ
らゆる文化の分野もまた、宇宙の法則を認め、その上に立っ
て根本から改められなければならない。その中でも、医学と
農業は、人間の健康と幸福に直接関わるものであるだけに、
まず最初に改革されるべき分野である。人類文明が、やがて
到来する神の審判を乗り越えて存続するためには、神の法則
を最高の規範とする真の文明へ進まなければならないのであ
る。
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浄霊と自然農法とは、人間が信仰の英知と科学の知識とを結
びつけ、霊的文化と物質文化とを調和させることのできる実
例にほかならない。そして、人類がこの理想に基づいて文明
を築き上げるならば、ついに愛と平和と善に満ちた地上天国
を実現することができるのである。まことに、人類の運命は、
人類自身の手によって切り開かれるのである。
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